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９月 15 日（土）～ 22 日（土）の８日間にわたり、ロングビーチ（赤羽根大石海岸）で開催されたサーフィンのワー
ルドカップ「2018 アーバンリサーチ ISA ワールドサーフィンゲームス」は、国内外から大きな注目を集めま
した。期間を通して、天候や波のコンディションに恵まれる中、男子で五十嵐カノア選手が銀メダル（第２位）、
村上舜選手がカッパーメダル（第４位）と、日本代表史上初のメダルを獲得した他、日本チーム（波乗りジャパン）
がアロハカップ（国別対抗リレー）で第２位、そして見事チーム別の総合優勝を飾りました。日程が進むにつれ、

「田原市」を国内外へ大きくアピールした本大会を、写真やデータで振り返ります。

2018 アーバンリサーチ ISA ワールドサーフィンゲームス

大会ドキュメント

MEN　≪男子≫
優　勝　サンチアーゴ・ムニース（アルゼンチン）
第２位　五十嵐カノア（日本）
第３位　ルーカ・メシナス（ペルー）
第４位　村上舜（日本）

WOMEN　≪女子≫
優　勝　サリー・フィッツギボンズ（オーストラリア）
第２位　ペイジ・ハレブ（ニュージーランド）
第３位　ビアンカ・ビューテンダーク（南アフリカ）
第４位　サマー・マセイド（アメリカ）

AROHA CUP　≪アロハカップ≫
優　勝　スペイン
第２位　日本
第３位　コスタリカ
第４位　アメリカ

TEAM　≪総合≫
優　勝　日本
第２位　オーストラリア
第３位　アメリカ
第４位　南アフリカ

▲ダブル表彰台を獲得した五十嵐選手（左）と村上選手（右）

▼表彰式では田原市産マムのビクトリーブーケが大活躍

参加国　４２カ国　　参加選手　１９７名
来場者　パレード＆オープニングセレモニー（田原市街地）：５,０００名　／　競技（ロングビーチ）：４５,０００名

日本代表選手の活躍

▲村上舜選手（男子４位） ▲五十嵐カノア選手（男子２位） ▲大原洋人選手（男子９位）

▲橋本恋選手（女子１３位） ▲黒川日菜子選手（女子１１位） ▲川合美乃里選手（女子１６位）
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本市は、今回の大会で、海外選手やスタッフに日本
や田原の文化に触れていただく機会を設けた他、来
場者が楽しめるイベントや出展、ロングビーチを一
望できる展望デッキの整備など、さまざまな「おも
てなし」を実施しました。

初日の９月 15日（土）は、開会行事となる「パレード・
オブ・ネイションズ」「オープニング・セレモニー」
が三河田原駅前から市役所にかけて行われ、世界各国
の出場選手を一目見ようと、多くの観客が集まりまし
た。パレードには、豊橋中央高校・田原東部小学校・
童浦小学校のマーチング隊が参加した他、小学生・高
校生がボランティアで参加し、彩りを加えました。

▲パレードは三河田原駅前をスタートして市役所まで行進

▲田原祭りの豪華絢爛な「昼山車」に感激する選手たち
けんらん

▲母国海岸の砂を重ねる「サンド・オブ・ザ・ワールド」

▲海外選手やスタッフにプレゼントした田原凧
保存会のミニ凧や市内のレストランガイドなど

▲▼選手や観客でにぎわった「おもてなしエリア」。ビーチに隣
接する（仮称）弥八島海浜公園で、ステージイベントやフードコー
ト、大型ビジョンによる大会生中継などを実施

▼文化交流体験コーナーで習字に親しむ選手たち

▲視察に訪れた２０２０東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委
員会の森喜朗会長（左写真の右）、室伏広治スポーツディレクター（右写真の右）

▲市内の小学生や保育園児も大会を見学

大会のハイライト動画や写真は大会サイト（英語）でご覧いただけます。
http://isasurf.org/wsg/2018/en/
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災
対
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田原市議会議員一般選挙
投票日：平成31年１月27日日
　（告示日：平成31年１月20日日）

■選挙運動説明会
立候補予定者および運動員を対象とした選挙運
動説明会を次の通り開催しますので、関係者は
ご出席ください。
日時 12 月 21 日金14：00 ～
場所 市役所南庁舎６階 講堂
その他 １候補者につき３名まで出席可

〈愛知県知事選挙〉
投票日：平成31年2月3日日

（告示日：平成31年1月17日木）

　　　　　　　

▶田原市選挙管理委員会（総務課内）☎ 23-3506

期　日 内　容

１月９日（水） 立候補事務手続説明会
（14：00～／市役所講堂）

１月 16 日（水）
　～ 17 日（木）

立候補届出書類事前審査
（９：00～16：00／市役所講堂）

１月 20 日（日） 選挙告示・立候補受付
（８：30～17：00／市役所講堂）

１月 21 日（月） 期日前投票・不在者投票開始

１月 26 日（土） 選挙運動最終日
期日前投票・不在者投票最終日

1 月 27 日（日） 投票日（7：00～20：00／各投票所）
開票（21：30～／田原市総合体育館）

◦完成式でのテープカットの様子

▲完成図

1005843

■田原市議会議員一般選挙日程
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ご活用ください！
2019田原市カレンダー

　市ＨＰでは、市の知名度向上やイメージアップ
のため、市内の美しい風景や名所・旧跡を素材と
した各種ダウンロードサービスを行っています。
　平成22年（2010年）から始め、好評を得ている
田原市カレンダーの2019年版の配信を開始しま
した。

　ダウンロードした
カレンダーのデータ
を印刷し、切り取って
ＣＤケースなどに差
し込むと、卓上カレン
ダーができ上がりま
す。ぜひ、職場やご家
庭で、ご活用くださ
い。

▼広報秘書課
☎22-0138

　
愛知県市町村対抗駅伝競走大会応援バスツアー

対象　市内在住・在勤の方
日時　12 月１日（土）12：25 スタート予定
開催場所　愛・地球博記念公園
集合場所　中央公園駐車場（テニスコート東側）
集合時間　8：00
定員　40 名（先着順）
参加料　無料
申込　11 月 16 日（金）までに電話・ＦＡＸにて

（ＦＡＸの場合は、住所・氏名・年齢・電話番号を明記）
その他
・大会出場予定選手は市ＨＰでご確認ください。
・現地到着後は自由行動とします。
・昼食は各自でお願いします。（市町村の物産展あり）

▶スポーツ課☎ 23-3531 22-3811

　12 月に開催される愛知県市町村対抗駅伝競走大会の田原市代表チームを応援するバスツアーを
トヨタ自動車の地域貢献事業と連携して企画しました。
　昨年の４位以上の入賞を目指している本市代表チームをぜひ応援に行きましょう！！

田原市議会第４回定例会 を開催
　本会議・委員会は、傍聴できます。本会議の一般質問
は、ティーズおよびパソコン、スマートフォン、タブレットな
どでもご覧いただけます。
◎議会開催予定表

時間はいずれも午前10時から
ただし、※は午後1時30分から

▶田原市議会事務局 ☎２３‐３５33
田原市議会 http://www2.city.tahara.aichi.jp/
gikai/

月日 会議名 場所

12月  ３日㊊ 本会議（議案説明、一部採決） 議場

12月  ５日㊌ 本会議（一般質問） 議場

12月  ６日㊍ 本会議（一般質問、質疑、委員会
付託） 議場

12月 10日㊊ 文教厚生委員会
総務産業委員会※ 第2委員会室

12月 11日㊋ 予算決算委員会 第2委員会室

12月 17日㊊ 本会議（委員長報告、委員長報告
に対する質疑、討論、採決） 議場

1005834

※ ・ＨＰ=ホームページ／ =市ＨＰでの検索用ページＩＤ

1004509
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、叩
い
た
り
脅
し
た
り
し

て
、子
ど
も
を
保
護
者
の
思
う
通
り
に
動
か
す
こ
と

は
し
つ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

11 月は児童虐待防止推進月間です

未来へと 命を繋ぐ １８９（いちはやく）

オレンジリボンには、児童虐待を防止するという
メッセージが込められています。

児
童
虐
待
の
相
談
窓
口

◦
子
育
て
支
援
課
☎
23‐３
５
１
３

  【
休
日・夜
間
】☎
22‐１
１
１
１

◦
東
三
河
児
童・障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー

  

☎（
０
５
３
２
）54‐６
４
６
５ 

児
童
虐
待
か
も
？
と
思
っ
た
ら

　
あ
な
た
の
１
本
の
電
話
で
救
わ
れ
る
子
ど

も
が
い
ま
す
。

◦
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

☎
１
８
９（
い
ち
は
や
く
）
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▪大会コース
１区（12.１㎞）  はなとき通り ～ 白谷海浜公園
２区（８.２㎞）　 白谷海浜公園 ～ サンテパルクたはら
３区（1２.２㎞）  サンテパルクたはら ～ 伊良湖岬小学校
４区（1５.５㎞）  伊良湖岬小学校 ～ 伊良湖岬小学校
５区（12.２㎞）  伊良湖岬小学校 ～ サンテパルクたはら
６区（８.５㎞）　 サンテパルクたはら ～ 白谷海浜公園
７区（1１.８㎞）　白谷海浜公園 ～ はなとき通り

▪開会式（前日開催）をご覧ください
　出場チーム紹介などもありますので、ぜひ間近で選手
をご覧ください。
日時　11月17日（土）15：15～
場所　田原文化会館

▪地元アスリート全力応援サイト
「High FIVE!! WEB」でライブ配信！
　選手の熱い走りを地元アスリー
ト全力応援サイト「High FIVE!! 
WEB」でライブ配信します。

▶スポーツ課
☎ 23-3531

22-3811

マナーを守って気持ちよく応援しよう！
◉「選手の名前」を本人に聞こえるぐらいの声で呼び、声援を送ろう！
　選手にしっかり伝わり、自分も駅伝を楽しむことができます。
◉思いやりのある応援をしよう！
　選手に不快感を与えないようにしましょう。
◉選手が近づいた際、コース内に入らないようにしよう！
　身を乗り出すと、それを避けようとした選手が他の選手とぶつかる恐れがあります。
◉選手が通過しても油断しないで！
　通過した選手の後ろ姿を見ようと身を乗り出しても危険です。
　後方から来る選手と接触する恐れがあります。
◉応援小道具は盛り上がるけど…
　のぼり、小旗、スティックバルーンなどで応援する場合は、選手の邪魔にならないようにしましょう。

▪大会参加チーム
▪中部実業団参加チーム（９チーム）
◦愛三工業（大府市）
◦愛知製鋼（東海市）
◦中央発條（名古屋市）
◦トーエネック（名古屋市）
◦トヨタ自動車Ａ、Ｂ（田原市）
◦トヨタ紡織（刈谷市）
◦ＮＴＮ（三重県桑名市）
◦滝ヶ原自衛隊（静岡県御殿場市）
※トヨタ自動車Ａ、Ｂは陸上長距離部（田原工場所属）の選手たちです。

▪北陸実業団参加チーム（３チーム）
◦セキノ興産（新潟県見附市）
◦高田自衛隊（新潟県上越市）
◦ＹＫＫ（富山県黒部市）
▪学生参加チーム
　昨年も出場した高校生選抜チームに加え、大学
生チームも出場し、大会を盛り上げます。
※実業団５～7区を5区間にして実施／伊良湖岬小学校をス
タート（実業団トップ選手通過5分後にスタート【11：20ごろ】）
し、はなとき通りでフィニッシュ
◦東三河高校選抜
◦西三河高校選抜
◦名古屋南北高校選抜
◦尾張高校選抜
◦知多高校選抜
◦その他大学生チーム

秋の深まる渥美半島で、ニューイヤー駅伝の出場資格を競う「中部・北陸実業団対抗
駅伝競走大会」が開催！！
中部と北陸ブロックから集まった国内トップクラスの選手たちが、市内80.５kmを舞台に疾走
します。

中部・北陸実業団対抗
駅伝競走大会 【スタート】

9：00（はなとき通り）
【フィニッシュ】
13：00ごろ（はなとき通り）

【コース全長】
80.5㎞（7区間）

11/18
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　田原市立田原福祉専門学校の学園祭「たっぷく祭」が開催さ
れました。校舎玄関前では模擬店が開かれた他、校内ではバ
ザー、お茶席、各種体験コーナーなどが設けられ、地域や福祉
施設などから訪れた皆さんが、学生との交流を楽しみました。
　この他にも、ふれあいコンサートが開かれ、音楽療法を学
ぶ学生を中心に、地域の高齢者施設の方々が一緒にトーン
チャイムの合奏を楽しみました。

　田原市消防団ポンプ操法大会が赤羽根文化広場で開催され、市内
10分団から団員63名が出場しました。成績は次の通りです。※敬称略

【ポンプ車操法の部】優勝：野田分団1号車（河合智久、鈴木瑛策、伊藤
謙、原稔起、神谷浩希）　準優勝：中部分団1号車（眞木健太、鳥居宥
介、原田一毅、鈴木雄大、小川真輝）　入賞：東部分団2号車（鈴木啓、
野下翔平、西山裕志、谷川由典、西山幸寛）　神戸分団2号車（鈴木雅
峰、河合弘樹、髙橋弘幸、大羽智貴、鈴木雄也）

【小型ポンプ操法の部】優勝：伊良湖岬分団2号車（小久保達矢、中村
彰太、長尾康孝、渡會貴）　準優勝：赤羽根分団3号車（河合佑典、森下
貴仁、横田輝晃、越河俊樹）　入賞：南部分団1号車（鈴木貴文、鈴木健
太郎、太田真也、鈴木崇章）　赤羽根分団1号車（夏目晃典、佐久間裕
大、渡邉一輝、福井泰樹）

◎豊橋市立くすのき特別支援学校
大場楓

ふ う か

花さん（高等部２年、100ｍ）

▪第18回全国障害者スポーツ大会
（福井県福井市［10／13～15］）

▪第49回ジュニアオリンピック陸上
競技大会（神奈川県横浜市［10／12～14］）

【写真左から】
◎田原中学校陸上競技部
田中瑛

あ き ひ と

一くん（２年、走幅跳）
◎東部中学校陸上競技部
吉居駿

しゅんすけ

恭くん（3年、男子3000ｍ）、
菅沼瑠

る り

璃さん（2年、走幅跳）

【大会結果】
◎東部中 吉居駿恭くん（男子3000ｍ）：優勝
※詳しくは広報たはら12月号に掲載します。

全
国
大
会
な
ど
に
出
場
し
た
皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し

ま
す
。
今
後
の
さ
ら
な
る
活
躍
に
期
待
し
ま
す
！

▲ポンプ車操法の部優勝を果たした野田分団1号車の演技

地域のみなさん
ようこそたっぷく祭へ！

10/6
［土］

訓練の成果ここに
一糸乱れぬ団結力！

10/20
［土］

▲高齢者施設の方々と一緒に楽しんだふれあいコンサート
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～渥美半島
を元気に！～

元気通信
山下市長の

　「2018アーバンリサーチＩＳＡワールド
サーフィンゲームス」が無事に閉幕し、
ほっとしています。42カ国から参加した
約200名の選手が熱戦を繰り広げ、日
本勢の活躍もあり、連日国内外へメディ
アを通じて伝えられました。
　今回の会場となったロングビーチで
大きなサーフィン大会を開催することは、

「元気通信」の初回にも書いた通り私
の夢でした。残念ながら2020東京オリ
ンピック・パラリンピックの競技会場とは

なりませんでしたが、それに匹敵するよ
うな大会を開催できて本当によかった
と思います。
　イベントの誘致や開催だけでなく、こ
の機会を生かすことが重要です。渥美
半島の持つ潜在能力を国内外の多く
の方に知ってもらうことで、渥美半島を
もっと元気にできると信じています。

ビッグイベントの効用

　スポーツギネス大会が田原市総合体育館で開
催され、約400名が参加しました。この大会では、
子どもからお年寄りまで誰でも簡単に楽しめる

「ディスゲッターフープ」や「ペタンク」など10種
目が行われました。参加者は新記録を目指し、楽し
みながら汗を流しました。

スポーツの秋
楽しく記録にチャレンジ！

10/７
［日］

　9月9日（日）に開催されたトライアスロン
伊良湖大会（Bタイプ女子の部）で見事連覇を
果たした疋

ひき だ 

田文枝さん（石神町）が山下市長を
表敬訪問しました。疋田さんは来年の大会に
向けて「今年の記録を上回るタイムを出し、３
連覇を果たしたい」と力強く抱負を語りまし
た。

三連覇を目指して
ライバルは自分自身

9/27
［木］

▲市長に喜びの報告をした疋田さん（写真左）とレース時の疋田さん（写真右）

▲一定の距離からディスクを投げて輪を通った数を競うディスゲッターフー
プ。参加者は輪に向かって真剣に投げていました
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●みんな、注目！
長年続けているボランティア・市内のお気に入りの風景など

【内容】写真と100文字程度の紹介文　※営利活動は不可
●ごきげんスマイル♪
3歳以下のお子さんの笑顔の写真（応募時点）

【内容】写真とお子さんの氏名（ふりがな）・誕生日
●プラス（ワン）ファミリー
あなたの可愛いペット写真

【内容】写真と名前・種別・年齢

投稿作品 大募集！ あなたのご自慢の作品をお寄せください。広報たはらに関するご意見やご感想も
お待ちしています。 1003251

①投稿作品が採用された方、全員に
②投稿・意見をお寄せいただいた方の中から抽選で

図書カード
プレゼント！

応募方法
テーマ・内容と住所・氏名・年齢・電話番号を記入の
上、Ｅメールまたは郵送にて。応募者多数の場合は、
抽選で掲載します。
※写真はデータの場合、JPEG形式で500ＫＢ～
1.5MＢ。プリントの場合は後日返却します。
応募先
広報秘書課☎22-0138
郵便→〒441-3492住所不要
Ｅメール→　  koho@city.tahara.aichi.jp　

市民の皆さんからの投 稿 作品をご紹介します！

▲凧揚げの練習に励む子どもたち

▲3位入賞を果たし、記念写真を撮りました

▲「渥美半島の風・第4号」

▲短冊をライトアップしたモニュメント

▲前夜祭が終わって撮った集合写真

　「ドーンドーン！」、5月の大空に号砲が鳴り響く。
　「子どもだと思って侮るな！」と、法被姿のおじさ
んたちに発破を掛ける田原凧保存会藤城会長。笑
顔のおじさんたちの横に、中学１年生・小学校６年
生の子どもたち14名が、びっくり顔で整列してい
ます。
　第58回田原凧まつり、けんか凧合戦の開会式。
今年２月、伝統の田原凧合戦に、子どもたちが赤
青に分かれ参加すると表明、いよいよその合戦の
日がやって来ました。
　５年前「伝統の田原凧を教えてください」と、田
原中部小学校４年生担任の藤原先生から声が掛
かり、田原凧授業が始まりました。その後「おじさ
ん、日曜日にも凧揚げ教えてください」と、当時４
年生の柴田浬李くんの一言から、本格的な田原凧
練習が始まりました。
　日曜日練習も２年経ち、子どもたちも来年は中
学生、中学校には凧の組織はありません。仲間と
相談し、田原凧の学校を作ろうと動き出し、昨年
12月、「凧の学校・はやぶさ」を設立し、今年4月、
開校式を行いました。
　合戦開始の合図が上がりました。赤はやぶさの
1番手は林大和くん。「行きまっす！」の掛け声と共
に、一気に上空から青陣営の凧に襲い掛かり、大
和くんの素早い動きに逃げ遅れた青凧３枚と、巴
戦になりました。
　「青切れたぞ！」「お見事！赤はやぶさ初参戦３枚
切り。30点獲得！おめでとう！」と名物審判長・山下
政良市長の声が弾みます。その後も、立岩千宙くん
や岸上裕弥くんの活躍もあり、合計90点獲得、堂々
の３位でした。大人もびっくりの見事な初陣でした。

※詳細は、「渥美半島の風・第4号」に掲載しましたので、ご覧ください。

　凧の学校・はやぶさのスローガンは「大空の文化を楽しく次世代に！」です。
江戸時代から伝わる大空の伝統文化を絶やさないよう、田原凧保存会の皆
さんと一緒に頑張ります。応援よろしくお願いします。凧の学校では、新規入
校希望者を募集しています。興味がある方は一度お電話ください。

凧の学校・はやぶさを設立しました！

　渥美青年経済研究会では、「トライアスロン伊良湖大会前
夜祭」を開催しました。トライアスロン伊良湖大会への参加選
手、家族の方に地域一体となったおもてなしをして大会への
活力を養うこと、また地域の方には大会に関わるきっかけを
提供し、前夜祭を通じた大会の魅力発信を目的としています。
　今年は９月８日（土）、伊良湖港緑地公園を会場として行わ
れ、地元音楽バンド「Last lot」による演奏、おどら舞歌、地元
の特産品が当たる餅投げ、短冊を使用した選手への応援
メッセージなどさまざまな内容で前夜祭を盛り上げました。
　中でもおどら舞歌は、来場者も参加できる盆踊りで、渥美
青研が「Last lot」に依頼して制作し、地元の高校生に振り付
けてもらった「熱民音頭」を生演奏で実施し、やぐらを囲み、
会場が一体となって盆踊りを行いました。
　また、地元の方や来場者に選手への応援メッセージ
を短冊に書いてもらい、ライトアップした短冊のモニュ
メントを作製し、多くの来場者に見ていただき、選手の
皆さんへ応援メッセージを届けることができました。
　この前夜祭で、選手の皆さんを応援するだけでな
く、地域が一体となり、地域の活性化につなげること
ができたなら幸いです。

トライアスロン伊良湖大会前夜祭～西ノ波止場デーナイト～

ち　ひろ

ゆう  や　

渥美青年
経済研究会
第４９代理事長
髙橋一将

  info@atsumi-seiken.org
　

［投稿者］

大場 暁斗くん

10カ月
大久保町

あき　と ひかる

鈴木 輝くん

2歳
神戸町

凧の学校・はやぶさ
　090‐2131-４３５２
（鈴木裕）

［投稿者］

宮川 結衣ちゃん

1歳
ほると台

ゆ　い

り　り

やま と

ラスト  　ロット まい か

あつ み
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●みんな、注目！
長年続けているボランティア・市内のお気に入りの風景など

【内容】写真と100文字程度の紹介文　※営利活動は不可
●ごきげんスマイル♪
3歳以下のお子さんの笑顔の写真（応募時点）

【内容】写真とお子さんの氏名（ふりがな）・誕生日
●プラス（ワン）ファミリー
あなたの可愛いペット写真

【内容】写真と名前・種別・年齢

投稿作品 大募集！ あなたのご自慢の作品をお寄せください。広報たはらに関するご意見やご感想も
お待ちしています。 1003251

①投稿作品が採用された方、全員に
②投稿・意見をお寄せいただいた方の中から抽選で

図書カード
プレゼント！

応募方法
テーマ・内容と住所・氏名・年齢・電話番号を記入の
上、Ｅメールまたは郵送にて。応募者多数の場合は、
抽選で掲載します。
※写真はデータの場合、JPEG形式で500ＫＢ～
1.5MＢ。プリントの場合は後日返却します。
応募先
広報秘書課☎22-0138
郵便→〒441-3492住所不要
Ｅメール→　  koho@city.tahara.aichi.jp　

市民の皆さんからの投 稿 作品をご紹介します！

▲凧揚げの練習に励む子どもたち

▲3位入賞を果たし、記念写真を撮りました

▲「渥美半島の風・第4号」

▲短冊をライトアップしたモニュメント

▲前夜祭が終わって撮った集合写真

　「ドーンドーン！」、5月の大空に号砲が鳴り響く。
　「子どもだと思って侮るな！」と、法被姿のおじさ
んたちに発破を掛ける田原凧保存会藤城会長。笑
顔のおじさんたちの横に、中学１年生・小学校６年
生の子どもたち14名が、びっくり顔で整列してい
ます。
　第58回田原凧まつり、けんか凧合戦の開会式。
今年２月、伝統の田原凧合戦に、子どもたちが赤
青に分かれ参加すると表明、いよいよその合戦の
日がやって来ました。
　５年前「伝統の田原凧を教えてください」と、田
原中部小学校４年生担任の藤原先生から声が掛
かり、田原凧授業が始まりました。その後「おじさ
ん、日曜日にも凧揚げ教えてください」と、当時４
年生の柴田浬李くんの一言から、本格的な田原凧
練習が始まりました。
　日曜日練習も２年経ち、子どもたちも来年は中
学生、中学校には凧の組織はありません。仲間と
相談し、田原凧の学校を作ろうと動き出し、昨年
12月、「凧の学校・はやぶさ」を設立し、今年4月、
開校式を行いました。
　合戦開始の合図が上がりました。赤はやぶさの
1番手は林大和くん。「行きまっす！」の掛け声と共
に、一気に上空から青陣営の凧に襲い掛かり、大
和くんの素早い動きに逃げ遅れた青凧３枚と、巴
戦になりました。
　「青切れたぞ！」「お見事！赤はやぶさ初参戦３枚
切り。30点獲得！おめでとう！」と名物審判長・山下
政良市長の声が弾みます。その後も、立岩千宙くん
や岸上裕弥くんの活躍もあり、合計90点獲得、堂々
の３位でした。大人もびっくりの見事な初陣でした。

※詳細は、「渥美半島の風・第4号」に掲載しましたので、ご覧ください。

　凧の学校・はやぶさのスローガンは「大空の文化を楽しく次世代に！」です。
江戸時代から伝わる大空の伝統文化を絶やさないよう、田原凧保存会の皆
さんと一緒に頑張ります。応援よろしくお願いします。凧の学校では、新規入
校希望者を募集しています。興味がある方は一度お電話ください。

凧の学校・はやぶさを設立しました！

　渥美青年経済研究会では、「トライアスロン伊良湖大会前
夜祭」を開催しました。トライアスロン伊良湖大会への参加選
手、家族の方に地域一体となったおもてなしをして大会への
活力を養うこと、また地域の方には大会に関わるきっかけを
提供し、前夜祭を通じた大会の魅力発信を目的としています。
　今年は９月８日（土）、伊良湖港緑地公園を会場として行わ
れ、地元音楽バンド「Last lot」による演奏、おどら舞歌、地元
の特産品が当たる餅投げ、短冊を使用した選手への応援
メッセージなどさまざまな内容で前夜祭を盛り上げました。
　中でもおどら舞歌は、来場者も参加できる盆踊りで、渥美
青研が「Last lot」に依頼して制作し、地元の高校生に振り付
けてもらった「熱民音頭」を生演奏で実施し、やぐらを囲み、
会場が一体となって盆踊りを行いました。
　また、地元の方や来場者に選手への応援メッセージ
を短冊に書いてもらい、ライトアップした短冊のモニュ
メントを作製し、多くの来場者に見ていただき、選手の
皆さんへ応援メッセージを届けることができました。
　この前夜祭で、選手の皆さんを応援するだけでな
く、地域が一体となり、地域の活性化につなげること
ができたなら幸いです。

トライアスロン伊良湖大会前夜祭～西ノ波止場デーナイト～

ち　ひろ

ゆう  や　

渥美青年
経済研究会
第４９代理事長
髙橋一将

  info@atsumi-seiken.org
　

［投稿者］

大場 暁斗くん

10カ月
大久保町

あき　と ひかる

鈴木 輝くん

2歳
神戸町

凧の学校・はやぶさ
　090‐2131-４３５２
（鈴木裕）

［投稿者］

宮川 結衣ちゃん

1歳
ほると台

ゆ　い

り　り

やま と

ラスト  　ロット まい か

あつ み
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市
民
活
動
だ
よ
り

地
域
の
話
題

市民の
チカラ

地域の
チカラ

 　
　

田
原
東
部
校
区
は
、本
市
の
東
部
に
位

置
し
、住
宅
地
や
農
用
地
な
ど
と
、豊
か
な

自
然
と
の
調
和
が
と
れ
た
地
域
で
す
。「
つ

な
ぐ
手
、人
が
輝
き
、豊
か
な
自
然
、活
力

あ
ふ
れ
る
東
部
校
区
」を
地
域
の
将
来
像

と
し
て
、さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。そ
の
中
か
ら
、校
区
の
人
た
ち
の
交

流
を
深
め
る
た
め
の
活
動
の
一
部
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

▪
夏
祭
り

　
８
月
４
日（
土
）に
、田
原
東
部
市
民
館
で

恒
例
の
夏
祭
り
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
校
区
の
役
員
や
協
力
者
に
よ
る
バ
ザ
ー

は
、お
菓
子
の
お
た
ま
す
く
い
、ヨ
ー
ヨ
ー

釣
り
、チ
ョ
コ
バ
ナ
ナ
、綿
菓
子
な
ど
が
用

意
さ
れ
、大
盛
況
で
し
た
。

　

盆
踊
り
で
は
、田
原
東
部
小
学
校
の
５

～
６
年
生
と
、

太
鼓
ク
ラ
ブ
の

メ
ン
バ
ー
が
夏

祭
り
に
向
け
て

毎
日
練
習
し
た

和
太
鼓
に
合
わ

せ
、新
田
原
音

頭
や
繁
盛
節
な

ど
、９
曲
を
踊
り
ま
し
た
。

　
暑
い
夏
の
夜
に
も
負
け
な
い
盛
り
上
が

り
を
見
せ
、世
代
を
超
え
た
交
流
を
図
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

▪
合
同
運
動
会

　

毎
年
、田
原
東
部
小
学
校
の
運
動
会
に

合
わ
せ
、合
同
運
動
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、秋
に
開
催
さ
れ
る
最
後
の
合

同
運
動
会
と
な
り
、９
月
23
日（
日・祝
）に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
地
区
の
代

表
選
手
た
ち
が

力
を
合
わ
せ
、

綱
引
き
や
二
人

三
脚
ボ
ー
ル
リ

レ
ー
に
汗
を
流

し
ま
し
た
。今
年

度
初
め
て
実
施

し
た
、全
員
参
加

の
み
ん
な
で
ジ
ャ
ン
ケ
ン
ポ
ン
で
は
、勝

敗
に
一
喜
一
憂
、会
場
全
体
が
楽
し
い
雰

囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

み
ん
な
で
体
を
動
か
す
こ
と
を
通
じ

て
、地
域
の
一
体
感
が
よ
り
い
っ
そ
う
高

ま
っ
て
い
く
の
を
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
人
材
養
成
活
動
補
助
金「
先
進
事
例
視
察

枠
」の
事
業
提
案
を
募
集
し
ま
す
！

１
０
０
５
５
０
９

　

こ
の
制
度
は
、本
市
の
課
題
の
解
決
に

向
け
た
、他
自
治
体
や
民
間
事
業
者
な
ど

の
先
進
的
な
事
例
の
視
察
に
係
る
経
費

を
支
援
す
る
も
の
で
、今
年
度
新
た
に
創

設
し
た
制
度
で
す
。皆
さ
ん
の
ご
応
募
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
事
業
】「
田
原
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」

に
定
め
る
次
の
４
つ
の
基
本
方
針
に
合
致

す
る
も
の

①
雇
用
の
創
出・就
労
促
進

②
定
住・移
住
促
進

③
若
い
世
代
の
結
婚・出
産・子
育
て
の
希

望
実
現

④
地
域
の
魅
力・住
み
良
さ
の
向
上

【
団
体
要
件
】市
内
に
事
務
所
な
ど
の
拠
点

が
あ
り
、主
と
し
て
市
内
で
公
益
活
動
を

行
う
５
名
以
上
で
構
成
さ
れ
た
市
民
活
動

団
体

【
対
象
経
費
】対
象
事
業
に
係
る
交
通
費
、

宿
泊
費
、公
共
施
設
な
ど
の
使
用
料
お
よ

び
手
数
料
な
ど

【
補
助
額
】一
事
業
に
つ
き
上
限
12
万
円

（
４
名
ま
で・１
名
に
つ
き
上
限
３
万
円
）

【
募
集
締
切
】平
成
31
年
１
月
31
日（
木
）ま

で
随
時
受
付

【
選
考
方
法
】書
類
審
査
お
よ
び
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
審
査

【
申
込
】企
画
課
お
よ
び
市
Ｈ
Ｐ
に
て
配
布

す
る
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、直

接
ま
た
は
郵
送
に
て
提
出
。

※
こ
の
制
度
の
他
に
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
補
助
金
制

度
を
設
け
て
い
ま
す
。詳

細
は
、市
Ｈ
Ｐ
に
て「
市

民
活
動
団
体
へ
の
助
成

制
度
」で
検
索
す
る
か
、

企
画
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▪
問
い
合
わ
せ

企
画
課
☎
23-

３
５
０
７

23-

０
６
６
９

 kyoudou@
city.tahara.aichi.jp 

田
原
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

１
０
０
１
０
６
１

shim
inkatsudo@

city.tahara.
aichi.jp

田
原
東
部

◦にぎわいを見せた盆踊り

◦地区対抗で盛り上がった綱引き
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▶学校教育課
☎23‐3679

学校生活の
一コマを
紹介

　総合ビジネス科（現３年生は商業科）では、３年生の授業で学んだ知識を生かした販売実習を行っ
ています。実習では地元特産物を使用した商品開発を地域の事業所と協力して行い、生徒自身で販売
します。昨年度は11月にサンテパルクたはら、２月に菜の花ガーデンで販売実習を行いました。
　今回はこの販売実習についてご紹介します。
商品開発
　現在、地元農家で栽培した人参芋を材料に使用した「キャロッポ大福」

「キャロッポタルト」（共に市内店舗製造）と「キャロッポジェラート」（市
外店舗製造）を中心に販売を行っています。生徒は、どうしたら消費者の
皆さんが喜び、そして地域貢献につながるかを考え、さらなる定番商品
の開発を目指しています。昨年度は、子ども向け商品として定番の人参
芋を使用したクッキーに自分たちでアイシングをした「キャロッポクッ
キー」（市内店舗製造）と、地元の名産品のキャベツを使用した食べ応え
のある商品を目指して「キャベツはるまき」（市内事業所製造）を開発し販売しました。
事業所との交流
　「キャロッポジェラート」を製造している事業所に生徒が出向き、従業員の方と一緒に製造する機
会をつくっています。そこでは障害のある方の就労訓練を行っており、利益を求める経営だけでな
く、事業によってさまざまな社会貢献の方法を体験しました。
キャラクターの商標登録
　平成24年３月に生徒が作成した、人参芋をモチーフとしたキャラクター（ロゴマーク）と名称の

「キャロッポ」を商標登録し、商品販売に活用しています。自分たちが権利を実際に持つことで、知的
財産の重要性や活用方法をより実践的に学んでいきます。また、昨年度はキャラクターの着ぐるみを
生徒自身が少ない予算で作成するなど「キャロッポ」の商標を有効に利用した活動をしています。
販売実習
　販売の準備、商品の検品・陳列、商品説明、販売促進活動など、販売当日
は忙しく活動しています。なかなか販売数が伸びずに苦労するときも多
いですが、生徒の元気と工夫で完売を目指していく姿にお客様も引き寄
せられ、商品が売れていきます。また、毎回、保護者や卒業生の方が多く
来店してくださり、生徒は身の回りの方々への感謝の気持ちでいっぱい
になります。
生徒の感想
　仕事をしていく上で他者と連携していく大切さを実感した。仲間との連携でもうまくできなかっ
たときもあり、普段の生活と違う仕事のコミュニケーションを経験できた。（販売担当の男子生徒）
　失敗を重ね、壁に何度もぶつかったが、そのたびにみんなで話し合い、努力したからこそやり切る
ことができた。販売実習では戸惑いもあったが、積極的にお客さんに話し掛けて、自分から楽しんで
販売実習に取り組むことができた。（統括担当の女子生徒）

　本年度は10月28日（日）に田原ショッピングセンターパオ、11月10日（土）にサンテパルクたはら、
２月（期日未定）に菜の花ガーデンで販売予定です。ぜひご来店ください。

総合ビジネス科（現３年生は商業科）　販売実習
チームワークで地域貢献事業を立ち上げる！ 成章高等学校

◦商品開発の様子

◦販売実習の様子
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※財源確保のため、有料広告を掲載しています。広告については市が推奨するものではありません。内容については直接広告主へお問い合わせください。

委
員

教
育
委
員
会
委
員

　
土
井
真
紀
江
さ
ん（
中
山
町
）の

任
期
満
了
に
伴
い
、新
委
員
に
天

野
千
栄
子
さ
ん（
福
江
町
）が
任
命

さ
れ
ま
し
た
。任
期
は
２
０
２
２
年

９
月
30
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。天

あ ま の

野千
ち え こ

栄子さん

人
権
擁
護
委
員

　
新
し
い
人
権
擁
護
委
員
に
、
稲

垣
辰
己
さ
ん（
大
久
保
町
）と
大
岩

澄
代
さ
ん（
古
田
町
）が
法
務
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
、
北
野
谷
充
香
子

さ
ん
（
田
原
町
）
が
再
任
と
な
り

ま
し
た
。
任
期
は
10
月
１
日
か
ら

２
０
２
１
年
９
月
30
日
ま
で
の
３

年
間
で
す
。 お

し
ら
せ

募
集

健
康
課
嘱
託
職
員（
看
護
職
）

１
０
０
５
８
１
６

対
象
：
妊
産
婦
支
援
お
よ
び
育

児
支
援
の
経
験
を
有
す
る
方
で
、

看
護
師
・
保
健
師
・
助
産
師
の

い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
し
、
パ

ソ
コ
ン
（
ワ
ー
ド・
エ
ク
セ
ル
な

ど
）を
扱
え
る
方　

募
集
人
員
：

１
名　

採
用
期
間
：
平
成
31
年

１
月
７
日
～
３
月
31
日　
賃
金
：

月
額
20
万
円

申
込
締
切
：
12
月
17
日（
月
）

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
健
康
課

☎
23‐３
５
１
５

23‐３
８
１
０

税
務
課
臨
時
職
員（
事
務
補

助
）　　
　

１
０
０
４
５
５
８

対
象
：
パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
ド
・
エ

ク
セ
ル
な
ど
）
を
扱
え
る
方　
募

集
人
員
：
１
名　
採
用
期
間
：
平

成
31
年
１
月
７
日
～
３
月
31
日　

賃
金
：
時
給
９
０
０
円　
申
込
締

切
：
12
月
17
日
（
月
）

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
税
務
課

☎
23‐３
５
０
９

23‐０
１
８
０

埋
蔵
文
化
財
整
理
作
業
員

１
０
０
５
５
９
８

募
集
人
員
：
２
名　

採
用
期
間
：

12
月
１
日
～
平
成
31
年
２
月
28
日

勤
務
場
所
：
渥
美
郷
土
資
料
展
示

収
蔵
館
、
赤
羽
根
文
化
財
収
蔵
庫

他　
賃
金
：
時
給
９
０
０
円　
申

込
締
切
：
11
月
18
日
（
日
）

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
文
化
財
課

☎
22‐１
７
２
０

22‐２
０
２
８

平
成
31
年
度
児
童
生
徒
文

化
体
験
教
室　
講
師

１
０
０
１
１
２
５

募
集
内
容
：
市
教
育
委
員
会
が
実

施
す
る
「
児
童
・
生
徒
が
年
間
を

通
し
て
文
化
を
体
験
で
き
る
教

室
」
の
講
師　
期
間
：
２
０
１
９

年
４
月
～
２
０
２
０
年
３
月　
回

数
：
原
則
と
し
て
月
1
回
以
上
、

年
12
回
以
上　
教
室
予
定
数
：
25

教
室　

申
込
：
12
月
６
日
（
木
）

ま
で
に
生
涯
学
習
課
に
あ
る
開
催

希
望
調
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
直
接
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
生
涯
学
習
課

☎
23‐３
６
３
５

22‐３
８
１
１

渥
美
半
島
た
は
ら
ブ
ラ
ン
ド

１
０
０
３
５
６
９

対
象
：
①
市
内
に
住
所
が
あ
る
個

人
事
業
者
ま
た
は
事
業
者
で
組
織

す
る
団
体
②
市
内
に
主
な
事
業
拠

点
が
あ
る
法
人
ま
た
は
団
体　
内

容
：
田
原
市
の
地
域
資
源
や
地
域

特
性
を
生
か
し
た
優
れ
た
産
品
を

「
渥
美
半
島
た
は
ら
ブ
ラ
ン
ド
」

と
し
て
認
定
／
認
定
品
は
、
ふ
る

さ
と
納
税
の
返
礼
品
に
も
活
用　

申
込
：
12
月
28
日
（
金
）
ま
で
に

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
提
出
／
申
込
用
紙
は
商
工
観

光
課
・
赤
羽
根
市
民
セ
ン
タ
ー
・

渥
美
支
所
、
市
Ｈ
Ｐ
で
入
手
可

▼
商
工
観
光
課

☎
23‐３
５
２
２

22‐３
８
１
７
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イ
ベ
ン
ト

家
庭
の
日
コ
ン
サ
ー
ト

第
37
回
田
原
混
声
合
唱
団

創
立
40
周
年
記
念
演
奏
会 

１
０
０
１
１
３
１

日
時
：
11
月
25
日
（
日
）
午
後
２

時
開
演
（
30
分
前
開
場
）　
場
所
：

田
原
文
化
会
館
文
化
ホ
ー
ル　

出

演
：
田
原
混
声
合
唱
団
、
田
原
市

楽
友
協
会
ジ
ュ
ニ

ア
合
唱
教
室
他

入
場
料
：
無
料

▼
田
原
市
楽
友
協
会
事
務
局
（
田

中
）
☎
24‐４
８
５
８

あ
つ
み
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

１
０
０
１
１
３
１

日
時
：
12
月
２
日（
日
）午
後
２
時

開
演
（
30
分
前
開
場
）　

場
所
：

渥
美
文
化
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル
他

内
容
：
く
る
み
割
り
人
形
、
レ
ッ

ト
イ
ッ
ト
ゴ
ー
：
デ
ィ
ズ
ニ
ー
映

画
「
ア
ナ
と
雪
の
女
王
」
よ
り
、

V
ivaldi's W

inter

（
ヴ
ィ
ヴ
ァ

ル
デ
ィ
「
四
季
」
よ
り
）
他　
入

場
料
：
７
０
０
円
／
当
日
８
０
０

円　
チ
ケ
ッ
ト
：
市
内
文
化
会
館

な
ど
で
販
売

▼
あ
つ
み
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
事

普
通
救
命
講
習
会１

０
０
５
８
２
６

対
象
：
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

方　

日
時
：
12
月
16
日
（
日
）
午

前
９
時
～
正
午　
場
所
：
消
防
署
渥

美
分
署　

内
容
：
心
肺
蘇
生
法
や

Ａエ
ー
イ
ー
デ
ィ
ー

Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

の
取
り
扱
い
、
異
物
除
去
法
な
ど

を
学
ぶ　
定
員
：
20
名
（
先
着
順
）

受
講
料
：
無
料　

申
込
：
12
月
15

日
（
土
）
ま
で
に
直
接
・
電
話
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
性
別
・

電
話
番
号
・
職
業
を
明
記
）　
そ
の

他
：
講
習
修
了
者

に
修
了
証
を
交
付

／
た
は
ら
健
康
マ

イ
レ
ー
ジ
対
象

▼
消
防
署
渥
美
分
署

☎
33‐０
１
１
９

32‐２
４
７
９

講
座

渡
辺
崋
山
を
知
る
た
め
に

日
時
：
11
月
11
日（
日
）午
前
８
時

45
分
～
９
時
30
分　
場
所
：
田
原

市
博
物
館　

内
容
：「
谷た
に
ぶ
ん
ち
ょ
う

文
晁
・

渡
辺
崋
山
の
山
水
画
」
展
示
解
説

講
師
：
田
原
市
博
物
館
長 

鈴
木

利
昌　

受
講
料
：
無
料　

申
込
：

務
局
（
森
下
）
☎
32‐３
９
６
３

大
会
・
講
座

田
原
市
デ
ィ
ス
ク
ド
ッ
ヂ
大
会

１
０
０
４
５
５
５

日
時
：
12
月
８
日
（
土
）
午
後

１
時
～　

場
所
：
渥
美
運
動
公

園
屋
内
競
技
場　
チ
ー
ム
編
成
：

【
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
（
小
学
生
）】
１

チ
ー
ム
12
名
【
一
般
の
部
（
中

学
生
以
上
）】
１
チ
ー
ム
９
名

参
加
料
：
無
料　
申
込
：
11
月
25

日
（
日
）
ま
で
に
、
①
ス
ポ
ー
ツ

課
②
田
原
文
化
会
館
③
赤
羽
根
文

化
会
館
④
渥
美
運
動
公
園
⑤
各
市

民
館
に
あ
る
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
①
～
④
の
い
ず

れ
か
に
直
接
提
出　

そ
の
他
：
た

は
ら
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

▼
ス
ポ
ー
ツ
課

☎
23‐３
５
３
１

22‐３
８
１
１

当
日
、
受
付
に
て

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22‐１
７
２
０

22‐２
０
２
８

こ
こ
ま
で
わ
か
っ
た
、た
は

ら
の
歴
史   

１
０
０
５
８
２
９

日
時
：
11
月
24
日（
土
）午
後
５
時

30
分
～　
場
所
：
吉
胡
貝
塚
資
料

館　
内
容
：
近
年
の
資
料
整
理
や

発
掘
調
査
の
成
果
を
紹
介　

講

師
：
田
原
市
博
物
館
学
芸
員 

清

水
俊
輝　

定
員
：
20
名
程
度
（
先

着
順
）
受
講
料
：
無
料　

申
込
：

当
日
、
受
付
に
て

▼
文
化
財
課

☎
22‐１
７
２
０

22‐２
０
２
８

野
山
の
つ
る
で
カ
ゴ
づ
く
り

１
０
０
４
５
０
７

対
象
：
小
学
４
年
生
以
上　

日
時
：

12
月
８
日（
土
）午
前
10
時
～
午
後

３
時　
場
所：吉
胡
貝
塚
資
料
館
、

谷
ノ
口
公
園　
講
師
：
藤
井
定
氏

定
員
：
20
名
（
先
着
順
）　
受
講
料
：

３
０
０
円　
申
込
：
電
話
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、
講

座
名
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
明
記
）

▼
文
化
財
課

☎
22‐１
７
２
０

22‐２
０
２
８

アナアオサ採取者募集
・資格　船舶免許

渥美および小中山漁協組合員
・期間　２０１９年４月中旬～年末
　＊採取船、その他は貸与
まずはお気軽にお電話ください！

TEL　０５３１－３２－０８９１
田原市高木町脇荒古２３番地

株式会社　杉浦商店
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ど
も
・
若
者
育
成
支
援
に
対
す
る

理
解
を
深
め
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

▼
生
涯
学
習
課

☎
23‐３
６
３
５

22‐３
８
１
１

田
原
市
成
人
式

１
０
０
４
３
０
１

　
平
成
31
年
田
原
市
成
人
式
の
案

内
状
を
、
11
月
30
日
現
在
で
本
市

に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
方
宛
て

に
、
12
月
初
旬
に
送
付
し
ま
す
。

　
な
お
、
成
人
式
に
は
市
外
に
住

所
が
あ
っ
て
も
本
市
出
身
者
で
あ

れ
ば
参
加
で
き
ま
す
。
希
望
す
る

方
は
11
月
30
日
（
金
）
ま
で
に
電

話
・
メ
ー
ル
に
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。（
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
出
身

中
学
・
氏
名
・
ふ
り
が
な
・
生
年

月
日
・
性
別
・
通
知
送
付
先
住
所

お
よ
び
世
帯
主
氏
名
・
電
話
番
号

を
明
記
）

▪
平
成
31
年
田
原
市
成
人
式

対
象
：
平
成
10
年
４
月
２
日
～
平

成
11
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

日
時：平
成
31
年
１
月
13
日
（
日
）

午
前
10
時
～　
場
所
：
田
原
市
総

合
体
育
館　

▼
生
涯
学
習
課

☎
23‐３
６
３
５

22‐３
８
１
１

昼
食
作
り
や
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
す
る
楽
し
い
デ
イ
キ
ャ
ン
プ

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
：
愛
知
野
外
活
動

協
会　

定
員
：
40
名　

参
加
料
：

５
０
０
円　

申
込
：
11
月
20
日

（
火
）～
29
日
（
木
）の
期
間
に
電

話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場

合
は
、
住
所
・
氏
名
・
学
年
・
電

話
番
号・保
護
者
名・ア
レ
ル
ギ
ー

の
有
無
を
明
記
）

▼
生
涯
学
習
課
（
江
比
間
野
外
活

動
セ
ン
タ
ー
）

☎
37‐１
０
２
５

37‐１
２
８
７

生
活

11
月
は
子
ど
も・若
者
育
成

支
援
県
民
運
動
強
化
月
間

	

育
て
よ
う　
自
分
に
勝
て
る
子　

負
け
な
い
子

　
不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
、
ニ
ー

ト
な
ど
社
会
生
活
を
送
る
こ
と
が

困
難
な
子
ど
も
・
若
者
の
問
題
を

解
決
す
る
に
は
、
関
係
機
関
や

人
々
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し

て
支
援
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
愛
知
県
で
は
11
月

を
「
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
県

民
運
動
強
化
月
間
」
と
定
め
、
子

菜
種
の
搾
油
体
験
と
エ
コ

キ
ャ
ン
ド
ル
づ
く
り

１
０
０
３
１
６
１

対
象
：
小
学
４
年
生
以
上　

日
時
：

12
月
１
日
（
土
）
午
前
10
時
～
正
午

場
所
：
田
原
文
化
会
館
ア
ト
リ
エ

１　
内
容
：
小
型
搾
油
機
に
よ
る

菜
種
の
搾
油
体
験
と
、
廃
食
用
油

を
利
用
し
た
環
境
に
や
さ
し
い
エ

コ
キ
ャ
ン
ド
ル
づ
く
り　
講
師
：

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
田
原
菜
の
花
エ
コ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　
定
員：30
名
（
抽

選
）　

受
講
料
：
無
料　
持
ち
物
：

キ
ャ
ン
ド
ル
用
の
空
き
瓶

申
込
：
11
月
21
日
（
水
）
ま
で
に

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の

場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
明
記
）

▼
環
境
政
策
課

☎
23‐３
５
４
１

23‐１
８
３
２

ク
リ
ス
マ
ス
キ
ャ
ン
プ

１
０
０
５
２
１
３

対
象
：
豊
橋
市
・
田
原
市
の
小
学

４
～
６
年
生　
日
時
：
12
月
16
日

（
日
）午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

場
所：江
比
間
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

内
容
：
豊
か
な
自
然
の
中
で
キ
ャ

ン
プ
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
一
緒
に
、

子
ど
も・若
者
総
合
相
談
窓

口「
は
な
そ
う
」

　
お
お
よ
そ
40
歳
未
満
の
ひ
き
こ

も
り
や
ニ
ー
ト
、
不
登
校
な
ど
の

方
を
対
象
に
「
子
ど
も
・
若
者
総

合
相
談
窓
口
」
を
開
設
し
て
い
ま

す
。「
家
か
ら
出
ら
れ
な
い
」「
学

校
を
変
わ
り
た
い
」「
働
き
た
い
」

「
親
子
関
係
で
悩
ん
で
い
る
」
な

ど
で
お
悩
み
の
方
は
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
・
若
者
総
合
相
談
窓
口

相
談
専
用
電
話　
☎
27‐８
６
０
２

kowaka@city.tahara.aichi.jp

開
設
日
時
：
午
前
９
時
30
分
～
午

後
４
時
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）　

▼
生
涯
学
習
課

☎
23‐３
６
３
５

22‐３
８
１
１

道
路
に
は
み
出
し
た
樹
木
の

剪
定
の
お
願
い

１
０
０
３
０
９
５

　

住
宅
に
植
え
た
庭
木
や
生
け

垣
、
ま
た
個
人
が
所
有
す
る
山
林

の
樹
木
な
ど
が
、
境
界
を
越
え
て

道
路
に
は
み
出
し
て
い
る
と
、
交

通
の
支
障
と
な
る
だ
け
で
な
く
、

歩
行
者
や
通
行
車
両
と
の
事
故
に

つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
樹
木
の
所
有
者
が
賠
償
責
任
を

問
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
剪
定
や
伐
採
を
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
維
持
管
理
課

☎
23‐４
１
０
３

23‐０
１
８
０

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」強
化
週
間

　
Ｄ
Ｖ
、セ
ク

ハ
ラ
、ス
ト
ー

カ
ー
行
為
な

ど
と
いっ
た
人

権
問
題
に
関

す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
内

容
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

期
間
：
11
月
12
日
（
月
）
～
18
日

（
日
）　
時
間
：【
月
～
金
】
午
前

８
時
30
分
～
午
後
７
時【
土･

日
】

午
前
10
時
～
午
後
５
時

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

相
談
専
用
電
話

☎（
０
５
７
０
）０
７
０‐８
１
０

▼
名
古
屋
法
務
局
人
権
擁
護
部

☎（
０
５
２
）９
５
２‐８
１
１
１
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秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

11
月
９
日
金
～
15
日
木

【
平
成
30
年
度
防
火
標
語
】

忘
れ
て
な
い
？　
サ
イ
フ
に
ス
マ

ホ
に　
火
の
確
認

　
空
気
が
乾
燥
し
、
火
を
使
う
機

会
が
増
え
る
こ
と
か
ら
、
火
災
が

発
生
し
や
す
い
時
期
を
迎
え
ま

す
。
そ
の
た
め
、
ご
み
の
屋
外
焼

却
や
不
適
切
な
火
の
取
り
扱
い
は

行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▪
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
と

　
管
理

　
消
防
法
に
よ
り
、
全
て
の
住
宅

に
「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」
の
設

置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
命
や
財
産
を
住
宅
火
災

か
ら
守
る
た
め
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
を
設
置
し
、
日
頃
か
ら
点
検

を
行
い
、
適
正
な
管
理
に
努
め
て

く
だ
さ
い
。

▼
予
防
課

☎
23‐４
０
７
４

23‐０
１
８
０

介
護
就
職
面
接
会１

０
０
５
１
９
１

　
介
護
分
野
で
は
、
少
子
高
齢
化

が
進
行
す
る
中
、利
用
者
の
増
加
、

サ
ー
ビ
ス
ニ
ー
ズ
の
高
度
・
多
様

化
な
ど
今
後
サ
ー
ビ
ス
需
要
の
増

大
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
人

材
確
保
の
た
め
、
介
護
就
職
面
接

会
を
開
催
し
ま
す
。

対
象
：
介
護
関
係
の
仕
事
を
お
探

し
の
方　

日
時
：【
豊
橋
会
場
】

11
月
12
日
（
月
）・
13
日
（
火
）

／
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

【
田
原
会
場
】
11
月
19
日
（
月
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分　
場

所
：【
豊
橋
会
場
】
豊
橋
地
方
合

同
庁
舎
【
田
原
会
場
】
田
原
福
祉

セ
ン
タ
ー　
参
加
料
：
無
料　
持

ち
物
：
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
カ
ー
ド
、

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
（
雇
用

保
険
手
続
き
中
の
方
）　

申
込
：

不
要

▼
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
橋

☎（
０
５
３
２
）52‐７
１
９
３

「
加
入
し
て
い
ま
す
か
？
」

労
働
保
険

　
労
働
保
険
は
労
災
保
険
と
雇
用

保
険
を
総
称
し
た
名
称
で
す
。
正

社
員
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
な

ど
の
雇
用
形
態
に
か
か
わ
ら
ず
、

一
人
で
も
労
働
者
を
雇
っ
た
場

合
、
事
業
主
は
加
入
す
る
義
務
が

あ
り
ま
す
。（
農
林
水
産
の
一
部

の
事
業
は
除
く
）

▼
豊
橋
公
共
職
業
安
定
所
雇
用
保

険
適
用
課

☎（
０
５
３
２
）81‐０
３
７
７

▼
豊
橋
労
働
基
準
監
督
署
労
災
課

☎（
０
５
３
２
）54‐１
１
９
４

「
働
き
方
改
革
関
連
法
」が

順
次
施
行
さ
れ
ま
す

１
０
０
５
７
７
５

　
２
０
１
９
年
４
月
１
日
か
ら「
働

き
方
改
革
関
連
法
」
が
順
次
施
行

さ
れ
ま
す
。

▪
主
な
改
正
点

◦
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
の
導

入【
施
行：
２
０
１
９
年（
中
小

企
業
２
０
２
０
年
）４
月
１
日

～
】

◦
年
次
有
給
休
暇
の
確
実
な
取
得

【
施
行：２
０
１
９
年
４
月
１
日

～
】

◦
正
規
・
非
正
規
雇
用
労
働
者

間
の
不
合
理
な
待
遇
差
の
禁
止

【
施
行：２
０
２
０
年
（
中
小
企

業
２
０
２
１
年
）４
月
１
日
～
】

▼
働
き
方
改
革
推
進
支
援
セ
ン

タ
ー　
豊
橋
出
張
所
（
豊
橋
商
工

会
議
所
内
）

☎（
０
８
０
０
）２
０
０‐５
２
６
２

【
縦
覧
】東
三
河
都
市
計
画

の
変
更
案
に
つ
い
て

１
０
０
５
８
２
０

　
愛
知
県
で
は
、人
口
減
少・
超
高

齢
社
会
の
到
来
や
大
規
模
自
然
災

害
へ
の
対
応
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
社

会
経
済
情
勢
な
ど
の
変
化
に
的
確

に
対
応
す
る
た
め
、次
の
都
市
計
画

な
ど
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

①
愛
知
県
が
決
定
す
る
都
市
計
画

の
変
更
案

◦
東
三
河
都
市
計
画
区
域
の
整

備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針

◦
東
三
河
都
市
計
画
区
域
区
分

◦
東
三
河
都
市
計
画
臨
港
地
区

　
ま
た
、
愛
知
県
が
決
定
す
る
都

市
計
画
の
変
更
に
伴
い
、
次
の
用

途
地
域
お
よ
び
地
区
計
画
の
変
更

を
行
い
ま
す
。

②
田
原
市
が
決
定
す
る
都
市
計
画

の
変
更
案

◦
用
途
地
域（
田
原
４
区・吉
胡
蔵

王
）

◦
地
区
計
画（
木
綿
畑
地
区
計
画
）

縦
覧
期
間
：
11
月
13
日
（
火
）
～

27
日
（
火
）　

縦
覧
時
間
：
①
午

前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
30
分 

②
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15

分
／
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

縦
覧
場
所
：
①
愛
知
県
建
設
部
都

市
計
画
課
お
よ
び
市
役
所
街
づ
く

り
推
進
課 

②
市
役
所
街
づ
く
り

推
進
課　
そ
の
他
：
①
縦
覧
期
間

満
了
日
ま
で
に
愛
知
県
宛
て
意
見

書
の
提
出
が
可
能 

②
縦
覧
期
間

満
了
日
ま
で
に
田
原
市
宛
て
意
見

書
の
提
出
が
可
能

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
愛
知
県
建
設
部
都
市
計
画
課

☎（
０
５
２
）９
５
４‐６
５
１
５

▼
街
づ
く
り
推
進
課

☎
23‐３
５
３
５

22‐３
８
１
１

▪
火
災
予
防
の
３
つ
の
習
慣

◦
寝
た
ば
こ
は
絶
対
し
な
い

◦
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

◦
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

▪
火
災
予
防
の
４
つ
の
対
策

◦
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る 

◦
寝
具
・
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ

ン
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め

に
、
防
炎
品
を
使
用
す
る 

◦
火
災
を
小
さ
な
う
ち
に
消
す

た
め
に
、
消
火
器
な
ど
を
設

置
す
る 

◦
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

な
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近

所
の
協
力
体
制
を
作
る
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豊
川
用
水
通
水
50
周
年
記
念

誌
を
無
料
配
布

　
豊
川
用
水
は
６
月
で
通
水
50
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念

し
、
豊
川
用
水
通
水
50
周
年
記
念

事
業
実
行
委
員
会
が
記
念
誌
【
水

が
つ
な
ぐ
地
域
の
絆　
発
見
！！
豊

川
用
水
】
を
制
作
し
ま
し
た
。

　

電
子
版
「
あ
い
と
よ
ネ
ッ
ト
」

（w
w

w
.aitoyo.or.jp

）
で
自
由

に
閲
覧
で
き
る
他
、
希
望
者
に
は

送
付
も
行
っ
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

▼（
公
財
）愛
知
・
豊
川
用
水
振
興

協
会

☎（
０
５
２
）９
６
１‐８
９
８
５

山
林
火
災
合
同
訓
練

１
０
０
５
８
１
７

　

愛
知
県
防
災
航
空
隊
の
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
と
消
防
本
部
が
連
携
し
た

山
林
火
災
合
同
訓
練
を
行
い
ま

す
。訓
練
当
日
は
、一
時
的
に
訓
練

区
域
へ
の
立
ち
入
り
を
制
限
し
ま

す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
天
候
不
良
や
災
害
発
生
の
場

合
、
訓
練
が
中
止
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

▼
総
務
課

☎
23‐３
５
０
４

23‐０
１
８
０

防
災
行
政
無
線
を
用
い
た

情
報
伝
達
訓
練

１
０
０
５
５
７
７

　
地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど

の
災
害
時
に
備
え
、
次
の
通
り
訓

練
を
行
い
ま
す
。
こ
の
訓
練
は
、

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
）に
よ
り
、
消
防
庁
か
ら

全
国
に
発
信
さ
れ
ま
す
。

▪
日
時

　
11
月
21
日
（
水
）
午
前
11
時
ご

ろ 

▪
放
送
内
容

　
上
り
チ
ャ
イ
ム　

　
「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス

ト
で
す
」
繰
り
返
し
３
回

　
「
こ
ち
ら
は
、広
報
た
は
ら
で
す
」

　
下
り
チ
ャ
イ
ム
（
終
了
）

▼
防
災
対
策
課

☎
23‐３
５
４
８

23‐０
１
８
０

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動

12
月
１
日
土
～
10
日
月

１
０
０
３
０
７
６

　
年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動
を

次
の
運
動
重
点
に
よ
り
展
開
し
、

交
通
事
故
の
防
止
を
図
り
ま
す
。

▼
総
務
課

☎
23‐３
５
０
４

23‐０
１
８
０

年
末
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

県
民
運
動

12
月
１
日
土
～
20
日
木

１
０
０
３
０
７
９

　
年
末
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
県

民
運
動
を
次
の
運
動
重
点
に
よ
り

展
開
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

日
時
：
11
月
16
日
（
金
）
午
前
９

時
～
正
午　
場
所
：
衣
笠
山
お
よ

び
白
谷
海
浜
公
園

▼
田
原
市
消
防
署

☎
23‐０
１
１
９

23‐２
４
４
０

自
衛
官
制
度
説
明
会

対
象：平
成
31
年
4
月
1
日
現
在
、

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
男
女　
日

時
：
12
月
１
日
（
土
）
午
前
10
時

～
正
午　
場
所
：
田
原
市
文
化
会

館
２
０
２
会
議
室　
申
込
締
切
：

11
月
30
日
（
金
）

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼
自
衛
隊
豊
橋
地
域
事
務
所

☎（
０
５
３
２
）80‐５
１
０
４

▪
運
動
の
重
点

◦
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
よ
う

◦
歩
行
中
の
子
ど
も
・
高
齢
者

と
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
交
通

事
故
を
防
止
し
よ
う

◦
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行

中
・
自
転
車
乗
用
中
の
交
通

事
故
を
な
く
そ
う

◦
後
部
座
席
を
含
め
た
全
て

の
座
席
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
正
し

く
着
用
し
よ
う

▪
運
動
の
重
点

◦
住
宅
を
対
象
と
し
た
侵
入
盗

の
防
止
〈
年
間
取
組
事
項
〉

◦
自
転
車
盗
の
防
止

◦
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

■ご存知ですか？「パトネットあいち」
　愛知県警察では、事件などに関する情報と
皆さまの安全に役立つ情報をメールマガジン

「パトネットあいち」としてお届けしています。
　配信情報は不審者情報、犯罪情報、交通
事故情報、緊急危険情報、警察署からのお
知らせなどです。
○登録方法
　携帯電話・パソコンから、次のアドレスに空
メールを送信して下さい。

m.patnet@cep.jp
※QRコードを読み取ること
で、メールの宛先入力を簡単
にできます。

■交通死亡事故多発非常事態宣言発令中
11月１日（木）～30日（金）

▶田原警察署☎23-0110
田原警察署だより

T A H A R A
≫田原市のデータ

交通事故発生件数

窃盗犯罪発生件数

火災・救急件数

※（　）内の数字は
　平成30年の累計

9月

●人身15件（142件）
●負傷18人（177人）
●死亡1人（5人）
●物損101件（1016件）

●侵入盗5件（24件）
●乗物盗4件（15件）
●非侵入盗8件（82件）

●火災0件（22件）
●救急196件（1900件）
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国
民
年
金
保
険
料
は
前
納
が

お
得
で
す
！

１
０
０
０
８
３
５

　
国
民
年
金
保
険
料
を
ま
と
め
て

払
う
と
割
引
に
な
る「
前
納
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。

　
口
座
振
替
に
よ
る
２
年
前
納
の

場
合
は
毎
月
納
め
る
場
合
よ
り

１
万
５
６
５
０
円
お
得
で
す
。

　
納
付
方
法
、期
間
は
選
べ
ま
す
。

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
：
国
民
年
金
保
険
料
の
前
納

を
希
望
さ
れ
る
方　
期
限
：
前
納

期
間
の
２
カ
月
前　
そ
の
他
：
年

金
手
帳
、
印
鑑
、
通
帳
な
ど
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

▼
豊
橋
年
金
事
務
所

☎
（
０
５
３
２
）
33‐４
１
１
１

▼
保
険
年
金
課

☎
23‐２
１
４
９

23‐０
１
８
０

寄
付

　
次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ご
厚
意
に
感
謝
し
ま

す
。

▼
９
月
３
日
、
渥
美
半
島
ゴ
ル
フ

親
睦
会
様
か
ら
、
防
災
対
策
の
た

め
、
金
15
万
円
。

税

◎
税
を
考
え
る
週
間

　

11
月
11
日
日
～
17
日
土

パ
ー
ト
収
入
と
税１

０
０
０
８
１
３

▪
パ
ー
ト
で
働
く
人
に
対
す
る
税

　

収
入
が
パ
ー
ト
収
入
の
み
で
、

年
収
が
93
万
円
を
超
え
る
方
に

は
、住
民
税
の
均
等
割（
５
５
０
０

円
）
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、年
収
が
１
０
０
万
円
を

超
え
る
方
に
は
、こ
の
均
等
割
に
加

え
、所
得
割
も
課
税
さ
れ
ま
す
。さ

ら
に
、年
収
が
１
０
３
万
円
を
超
え

る
と
、所
得
税
も
課
税
さ
れ
ま
す
。

▪
配
偶
者
控
除・配
偶
者
特
別
控
除

　

所
得
が
あ
る
方
の
配
偶
者
が

パ
ー
ト
で
働
く
場
合
、
パ
ー
ト
に

よ
る
年
収
が
１
０
３
万
円
以
下
で

あ
れ
ば
、『
配
偶
者
控
除
』
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、年
収
が
１
０
３
万
円
を
超

え
、配
偶
者
控
除
が
受
け
ら
れ
な
い

場
合
で
も
、２
０
１
万
６
０
０
０
円

未
満
で
あ
れ
ば
、
段
階
的
に『
配
偶

者
特
別
控
除
』
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
配
偶
者
控
除
と
配
偶

者
特
別
控
除
を
併
用
し
て
受
け
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
扶

養
者
の
合
計
所
得
が
１
０
０
０
万

円
を
超
え
る
年
に
は
、配
偶
者
控

除
・配
偶
者
特
別
控
除
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

▼
税
務
課

☎
23‐３
５
０
９

23‐０
１
８
０

個
人
事
業
税
第
二
期
分
の
納

期
限
は
11
月
30
日
金
で
す

　
今
年
度
か
ら
、
第
2
期
分
の
納

付
書
は
、
８
月
に
お
送
り
し
た
納

税
通
知
書
に
同
封
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
次
の
方
法
で
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。

▪
納
付
場
所
お
よ
び
納
税
方
法

　
金
融
機
関
、コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
、
県
税
事
務
所
、P

ペ

イ

ジ

ー

ay-easy

に
対
応
し
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
バ
ン
キ
ン
グ
ま
た
は
Ａ
Ｔ
Ｍ

※
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
納
付
※
が
可

能
で
す
。

※
の
印
が
あ
る
も
の
と
、
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
は
領
収
証
書
が
発
行
さ

れ
ま
せ
ん
。

　

口
座
振
替
も
ご
利
用
で
き
ま

す
。
金
融
機
関
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
東
三
河
県
税
事
務
所
課
税
第
一
課

☎（
０
５
３
２
）35‐６
１
２
７

家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
は

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
！

１
０
０
２
７
６
６

　
家
屋
に
か
か
る
固
定
資
産
税
と

都
市
計
画
税
は
、
毎
年
１
月
１
日

現
在
で
「
家
屋
課
税
台
帳
」
に
登

録
さ
れ
て
い
る
所
有
者
に
対
し
課

税
さ
れ
ま
す
。

　

家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
は
、

必
ず
年
内
に
届
け
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。届
け
出
が
な
い
場
合
、取
り

壊
し
の
確
認
が
取
れ
ず
、引
き
続

き
課
税
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

※
12
月
末
ま
で
に
法
務
局
で
滅
失

登
記
を
行
う
家
屋
は
届
け
出
不
要

▼
税
務
課

☎
23‐３
５
１
０

23‐０
１
８
０

◆
お
詫
び
と
訂
正

広
報
た
は
ら
10
月
号
36
ペ
ー
ジ
、

「
今
月
の
表
紙
」
の
岡
本
イ
ク
ヨ

さ
ん
は
最
高
齢
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま

す
。

配偶者特別控除の
金額

※住民税の控除額
は異なります。

配偶者の合計所得金額
38万円超
85万円
以下

85万円超
90万円
以下

90万円超
95万円
以下

95万円超
100万円

以下

100万円超
105万円

以下

105万円超
110万円

以下

110万円超
115万円

以下

115万円超
120万円

以下

120万円超
123万円

以下

扶養者
本人の
合計所
得金額

900万円以下 38万円※ 36万円※ 31万円 26万円 21万円 16万円 11万円 6万円 3万円

900万円超
950万円以下 26万円※ 24万円※ 21万円 18万円 14万円 11万円 8万円 4万円 2万円

950万円超
1000万円以下 13万円※ 12万円※ 11万円 9万円 7万円 6万円 4万円 2万円 1万円
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金 土 日

2 3 4
おはなし会
15：00～
おはなし会

10：30～ 14：00～

9 10 11
全国丼サミットinたはら2018
※同時開催：収穫祭
 （～11日日）10：00～どなたでも
おはなし会
14：00～

16 17 18
おはなしポケット  
10：30～ と保護者

おはなし会
10：30～

23 24 25
ポニーのくるみ誕生日会
10：30～、13：30～
エサやりは小学生以下先着各
10名

おはなし会
10：30～

フリーマーケット
9：30～ 出店料500円
子ども工作教室「クリスマス」
10：00～ 先着100名

30 12/1 2
おはなし会
15：00～
おはなし会

10：30～ 14：00～

7 8 9
おはなし会
14：00～

子育て支援センター
▶子育て支援課（市役所内）
☎23‐3513

ひまわりルーム
（稲場保育園内）
☎23-0987
なのはなルーム
（伊良湖岬保育園内）
☎38-0760

◆開放日：毎週月曜日～金曜
日（祝日・お盆期間・年末年
始を除く）

※毎月 第3水曜午後休館
◆時間：9：30～12：00、13：

00～15：30
※毎日11：15～手遊び、絵本

の読み聞かせなど実施
◆対象：未就園児とその保護者
◆利用方法：予約不要
◆出張子育てひろば：赤羽

根福祉センター（毎週火
曜日9：30～11:00）・泉市
民館（毎週金曜日9：30～
11:00）

◆開館時間：9：30～12：00、
13：00～17：00

◆休館日：月曜日（月曜日が祝
日の場合は翌日の火曜日）

◆対象：０～１８歳未満の児童
（小学校入学前の乳幼児は
保護者の付き添いが必要）

田原児童センター
▶田原児童センター
☎23‐4761

1001099

田原市図書館
▶中央図書館
☎23‐4946
▶赤羽根図書館
☎45‐3426
▶渥美図書館
☎33‐1114

【対象】小学生以上（保護者同伴）
【日時】12 月８日（土）８：45 ～ 16：00 ※集合・解散は田原市役所および豊橋市役所
【場所】JA 愛知みなみマムポートセンター（花き出荷場）、サンテパルクたはらなど
【内容】施設見学、ガーベラ狩り、フラワーアレンジなど
【定員】30 名（抽選）※食事代として大人 1,580 円、小学生 800 円（現地支払）
【申込】11 月 22 日（木）までに、はがき・E メールにて（はがき・E メールの場合は、住所・
氏名・年齢を明記）
▶豊橋田原広域農業推進会議事務局（豊橋市産業部農業企画課） ☎ 0532-51-2464
〒 440-8501（住所不要）豊橋田原広域農業推進会議事務局

info_nogyokikaku@city.toyohashi.lg.jp

親子花育バスツアー　  １００5131

対  

象
乳児（0～2歳児）
幼児（3～5歳児）

小学生未就園児
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月 火 水 木

29 30 31 11/1
渥美半島菊花大会

（～11月6日火）どなたでも
権現の森へ行こう！
10：00～11：30

5 6 7 8
のりもの  

（～９日金）
ぬりえ  

（～11日日） ～

おはなし会
10：30～
はらぺこMommys  
10：30～ と保護者

木の実拾い＆体育館であそぼう
10：00～11：20

12 13 14 15 
チャレンジ「スピログラフ」  

（～18日日） 以上
おはなし会
10：30～、11:00

7カ国語で遊ぼう！
10：30～11：00
すいかママ「11ぴきのねこ」
10：30～、11：00

と保護者

19 20 21 22
アイデア工作  

（～25日日） 以上
おはなし会
10：30～

おはなし会
10：30～、11：00

26 27 28 29
工作「クリスマスかざり」  

（～12/2日日） 以上
おはなし会
10：30～

3 4 5 6
おはなし会
10：30～

【対象】市内在住の小学生以上（小学生は保護者同伴）※託児あり
【日時 / 場所】12 月 8 日（土）10：00 ～ 13：30 ／田原福祉センター２階　栄養指導室
【内容 / 講師】渥美半島の旬の食材を使用した、エネルギーの使用量を抑え、ごみをなる
べく出さない省エネルギー・省資源型の調理実習／ベジエール渥美

【定員 / 受講料】20 名（抽選）/500 円（材料費）
【申込】11 月 16 日（金）までに、電話・FAX にて
（FAX の場合は、住所・氏名・学年・電話番号を明記）

▶環境政策課　☎ 23-3541 23-1832

親子エコクッキング講座　　 １００5803

2018 November
イベントカレンダー11月 場  

所
渥美図書館
赤羽根図書館
中央図書館

ひまわりルーム
なのはなルーム

児童センター

サンテパルクたはら
田原市博物館
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市役所内
☎23‐3515　 23‐3810
あつみライフランド
☎33‐0386　 33‐0319

健康課

人
よ
り
も
高
く
、薄
味
で
も
味
を
し
っ
か

り
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。離
乳
食

が
始
ま
る
と
、赤
ち
ゃ
ん
は
親
か
ら
与
え

ら
れ
る
食
事
を
通
し
て
、学
習
し
な
が
ら

味
覚
が
養
わ
れ
て
い
き
ま
す
。幼
い
頃
か

ら
濃
い
味
付
け
に
慣
れ
て
し
ま
う
と
、舌

の
感
覚
を
ま
ひ
さ
せ
て
し
ま
い
、薄
味
の

も
の
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

▪
薄
味
の
工
夫

1
う
ま
味
を
上
手
に
活
用
し
よ
う

　

昆
布
、か
つ
お
節
な
ど
う
ま
味
の
あ
る

食
品
で「
だ
し
」を
と
ろ
う
！

※
市
販
の
だ
し
の
素
は
塩
分
が
高
い
の

で
、天
然
の
も
の
が
お
薦
め
で
す
。

《
お
い
し
い
だ
し
の
と
り
方
》

◦
作
り
方

①
昆
布
は
固
く
絞
っ
た
ぬ
れ
布
巾
で
軽
く

汚
れ
を
拭
く
。鍋
に
水
１
ℓ
と
昆
布
を

入
れ
て
１
時
間
ほ
ど
置
い
て
お
く
。

②
弱
火
で
ゆ
っ
く
り
と
加
熱
し
、沸
騰
直

前
に
昆
布
を
取
り
出
す
。

③
そ
の
ま
ま
加
熱
を
続
け
、沸
騰
し
た
ら
、

火
を
止
め
、か
つ
お
節
を
入
れ
る
。

　
か
つ
お
節
が
底
に
沈
む
ま
で
１
～
２
分

ほ
ど
待
つ
。

④
ボ
ウ
ル
に
布
巾
な
ど
を
敷
い
た
ザ
ル
を

重
ね
て
③
を
静
か
に
こ
す
。

2
食
卓
に
調
味
料
を
置
か
な
い

　

濃
い
味
の
ケ
チ
ャ
ッ
プ
・
ソ
ー
ス
・
マ

ヨ
ネ
ー
ズ
・
ふ
り
か
け
の
乱
用
は
避
け
ま

し
ょ
う
。

　
も
し
、調
味
料
を
使
い
た
い
場
合
は
、小

皿
に
少
量
の
調
味
料
を
入
れ
て
、付
け
て

食
べ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
の
味
覚
の
育
て
方

～
幼
少
期
の
食
事
は

一
生
の
味
覚
を
左
右
す
る
～

　
３
歳
ま
で
に
培
わ
れ
た
味
覚
は
人
の
一
生

の
味
覚
傾
向
を
左
右
し
ま
す
。子
ど
も
の
味

覚
の
発
達
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
理
解
し
、子
ど

も
の
頃
か
ら
薄
味
を
心
掛
け
る
こ
と
で
、健

康
的
な
食
習
慣
と
身
体
を
手
に
入
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

▪
味
覚
の
仕
組
み
を
理
解
し
よ
う

　

私
た
ち
は
、舌
に
あ
る「
味み

蕾ら
い

」と
い
う
器

官
で
味
を
感
じ
て
い
ま
す
。味
覚
は
主
に
五

つ
あ
り
、脳
に
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
伝
え
て

い
ま
す
。

　

下
表
の「
五
味
」の
う
ち
、甘
味
・
塩
味
・
う

ま
味
は
人
間
が
生
き
て
い
く
上
で
必
要
な
栄

養
素
の
た
め
、本
能
的
に
好
む
傾
向
に
あ
り

ま
す
が
、酸
味
と
苦
味
は
、苦
手
と
す
る
子
ど

も
が
多
く
、学
習
し
な
が
ら
好
む
味
に
な
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

▪
子
ど
も
の
味
覚
を
育
て
よ
う

　

新
生
児
の
場
合
、味
蕾
の
数
は
、成
人
の

１・３
倍
と
言
わ
れ
、味
を
感
じ
る
能
力
は
成

●❶ ●❸ ●❹●❷

股関節の筋肉が硬くなると骨盤の動きが制御さ
れ、体にゆがみが出て腰痛や膝痛の原因になりま
す。ゆったりした呼吸で、足の付け根が伸びるのを
感じながら股関節のストレッチを行いましょう。
スポーツ課☎23-3531

❶左足は前に、右足は膝を着いて後ろに伸ばす。
❷息を吐きながら両手を着いて上体を前にし、右足の
付け根を伸ばす。
❸そのまま深呼吸を２～3回続ける。　
❹上体を戻す。 ※反対も同様に行う。

124

◦
材
料

　
昆
布
10ｇ
、か
つ
お
節
20ｇ
、水
１
ℓ

五　味
甘 味 ▶エネルギー源になる糖分があることを知らせる。
塩 味 ▶体液のバランスを取るのに必要なミネラルが

あることを知らせる。
うま味▶体をつくるのに必要なタンパク質の存在を知

らせる。
酸 味 ▶腐敗していたり、果実などが未熟であったりす

ることを知らせる。
苦 味 ▶毒の存在を知らせる、カフェインのように、大

人の嗜好品として好まれる苦味もある。
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市役所内
☎23‐3515　 23‐3810
あつみライフランド
☎33‐0386　 33‐0319

健康課

5
楽
し
く
食
べ
よ
う

　
子
ど
も
が

「
お
い
し
い
」

と
感
じ
る
要

素
に
は
、味

だ
け
で
な

く
、食
材
の

彩
り
、形
、大

き
さ
、香
り
、場
面
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま

す
。

　
そ
し
て
、子
ど
も
の
好
き
嫌
い
は
、味
そ

の
も
の
と
い
う
よ
り
は
、そ
の
味
を
感
じ

た
と
き
の
経
験
に
よ
っ
て
で
き
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。食
事
の
と
き
に
楽
し
い
経

験
を
た
く
さ
ん
持
て
る
こ
と
が
大
切
で

す
。ス
プ
ー
ン
で
上
手
に
す
く
え
た
な
ど
、

さ
さ
い
な
こ
と
で
も
た
く
さ
ん
褒
め
て
あ

げ
る
こ
と
で
、子
ど
も
の
自
信
に
つ
な
が

り
、「
お
い
し
い
」「
好
き
」が
増
え
て
い
き

ま
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
家

族
で
楽
し
く
食
事
す
る
こ
と
を
大
切
に
し

ま
し
ょ
う
。

▪
薄
味
食
生
活
の
メ
リ
ッ
ト

　
良
い
食
習
慣
は
健
康
な
身
体
を
手
に
入

れ
る
こ
と
が
で
き
る
一
生
の
宝
物
で
す
。

家
族
み
ん
な
で
薄
味
食
生
活
を
楽
し
み
な

が
ら
、病
気
を
予
防
し
、元
気
に
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。

【
お
知
ら
せ
】

▪「
森
林
浴　
童
浦
歩
こ
う
会
」に
参
加
し

ま
せ
ん
か　
　
　
　
　

１
０
０
５
７
８
４

　
「
森
林
浴　

童
浦
歩
こ
う
会
」で
は
、毎

月
１
回
、笠
山
遊
歩
道
、西
浦
松
林
、童
台

公
園
付
近
を
１
時
間
30
分
ほ
ど
歩
い
て
い

ま
す
。笠
山
は
、四
季
折
々
に
目
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
ま
す
。西
浦
松
林
は
、冬
は
暖
か

く
、夏
は
涼
し
く
絶

好
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
コ
ー
ス
で
す
。

　

こ
の
会
は
、平
成

24
年
に
童
浦
校
区
の

有
志
で
健
康
づ
く
り

と
ふ
れ
あ
い
の
場
と

し
て
始
ま
り
、今
で
は
、校
区
外
の
方
も
参

加
さ
れ
て
い
ま
す
。現
在
、参
加
者
は
65
～

75
歳
を
中
心
に
毎
回
15
名
ほ
ど
、年
間
約

１
６
０
名
が
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

仲
間
と
健
康
づ
く
り
を
始
め
た
い
方
、

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

【
対
象
】健
康
な
方
な
ら
ど
な
た
で
も

【
日
時
】毎
月
第
１
木
曜
日（
雨
天
は
、翌
週

に
順
延
）午
後
１
時
30
分
～
３
時
ご
ろ　

【
集
合
場
所
】笠
山
駐
車
場　
【
内
容
】愛
知

県
健
康
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
リ
ズ
ム

体
操
、田
原
弁
版
ラ
ジ
オ
体
操
、ウ
ォ
ー
キ

ン
グ　
【
参
加
料
】無
料

▼
森
林
浴
童
浦　
歩
こ
う
会（
太
田
）

☎
23‐２
６
８
０

3
よ
く
か
ん
で
食
べ
よ
う

　

し
っ
か
り
味
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
、よ

く
か
ん
で「
お
い
し
さ
」を
味
わ
う
習
慣
を

身
に
付
け
る
こ
と
も
大
切
で
す
。お
米
や

野
菜
を
使
っ
た
お
か
ず
な
ど
、よ
く
か
ん

で
味
わ
う
料
理
を
用
意
し
て
み
ま
し
ょ

う
。

4
旬
の
食
材
を
調
理
し
よ
う

　
野
菜
な
ど
旬
の
食
材
は
新
鮮
で
味
が
良

く
、栄
養
価
も
優
れ
て
い
ま
す
。旬
の
素
材

の
味
を
消
さ
な
い
よ
う
に
味
付
け
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

《
田
原
市
の
食
材
》

　
本
市
に
は
、野
菜
だ
け
で
な
く
、肉
な
ど

の
畜
産
物
や
、海
産
物
も
豊
富
で
す
。

　

旬
の
お
い
し
さ
が
詰
ま
っ
た「
野
菜

た
っ
ぷ
り
ヘ

ル
シ
ー
レ
シ

ピ
」も
健
康

課
で
配
布
し

て
い
ま
す
の

で
、ぜ
ひ
活

用
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、レ
シ
ピ
検
索
サ
イ
ト「
ク
ッ
ク

パ
ッ
ド
」で
も
紹
介
し
て
お
り
、パ
ソ
コ
ン

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
見
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

● 休日当直医 ※当直医は変更になる場合がありますので、医療機関または市役所へご確認の上、受診してください。　市役所◦☎22‐1111（代表）

診療時間　医科●9：00～17：00／歯科●9：00～12：00　夜間や、かかりつけの医師が不在のとき　渥美病院●☎22‐2131

月　日 当直医 電話番号

11月18日（日）
永井医院 ☎22‐0227
山本耳鼻咽喉科 ☎24‐4100
かわい歯科 ☎24‐0080

11月23日（金・祝）
川瀬医院 ☎35‐1511
さんくろう歯科クリニック ☎33‐1184

11月25日（日）
富永医院 ☎23‐1316
渡辺歯科医院 ☎32‐3561

月　日 当直医 電話番号

11月3日（土・祝）
藤岡医院 ☎32‐1515
まち眼科 ☎22‐2710
仲谷歯科 ☎23‐2327

11月4日（日）
第２国見医院 ☎23‐2302
すずき歯科 ☎23‐0033

11月11日（日）
おかだクリニック ☎37‐0001
ヒラノ・デンタル・オフィス ☎22‐6477

市公式クックパッド
ＱＲコード ▲野菜たっぷりヘルシーレシピ
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輪菊
（花／出荷時期：通年）

皇室の紋章にも使われてい
る日本を代表する花です。
全国１位の生産量で約３億１
千万本出荷されています。

花ことば

高貴、高潔

ポインセチア
（鉢花／出荷時期：１０月～12月）

赤と緑が美しい、クリスマス
に欠かせない観葉植物で
す。県内１位の生産量で、約
４７万鉢出荷されています。

花ことば

祝福、幸福を祈る

農政課  ☎23-3517

花 鉢

32

今月の 11月の

◦
買
い
物
で
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル（
２
kg 

程
度
）な

ど
を
運
ぶ
の
が
困
難
に
な
っ
た

◦
横
断
歩
道
で
青
信
号
の
間
に
渡
る
の
が
難
し

く
な
っ
た

◦
外
出
す
る
機
会
が
減
っ
た

▪
予
防
・
改
善
方
法

　
食
生
活
の
改
善
や
意
欲
を
持
っ
て
生
活
す
る

こ
と
に
よ
り
、
筋
力
や
心
身
の
活
力
を
高
め
ら

れ
ま
す
。

【
食
生
活
】

筋
肉
を
つ
く
る
肉
や
大
豆
な
ど
良
質
の
タ
ン

パ
ク
質
を
取
る
。

ま
た
、
骨
や
筋
力
を
強
く
す
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ

が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
魚
類
を
意
識
し
て
食

べ
る
。

【
運
動
】

散
歩
な
ど
の
有
酸
素
運
動
や
ス
ク
ワ
ッ
ト
、

片
足
立
ち
な
ど
筋
力
を
鍛
え
る
運
動
を
す

る
。

【
社
会
活
動
の
参
加
】

頻
繁
に
外
出
し
た
り
、
趣
味
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
活
動
に
参
加
し
た
り
し
て
、
脳
の

働
き
を
活
性
化
さ
せ
る
。

健
康
づ
く
り
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う

▪
知
っ
て
い
ま
す
か
？
フ
レ
イ
ル　

　
フ
レ
イ
ル
と
は
病
名
で
は
な
く
、
筋
力
や
心

身
の
活
力
が
低
下
し
、
健
康
障
害
を
起
こ
し
や

す
い
状
態
を
表
す
言
葉
で
す
。
多
く
の
高
齢
者

は
、
フ
レ
イ
ル
を
経
て
要
介
護
状
態
に
至
る
と

言
わ
れ
、
全
国
で
は
予
備
群
を
含
め
る
と
約

４
５
０
万
人
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
今
回
は
、
い
つ
ま
で
も
、
元
気
で
自

分
ら
し
く
、
毎
日
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
フ
レ
イ

ル
の
予
防
・
改
善
方
法
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま

す
。

▪
フ
レ
イ
ル
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク

　
ま
ず
は
、
フ
レ
イ

ル
の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ

ク
を
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
３
個
以
上
当
て

は
ま
る
と
フ
レ
イ

ル
、
１
～
２
個
当
て

は
ま
る
と
フ
レ
イ
ル
予
備
群
の
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

◦
最
近
、
体
重
が
減
っ
た
（
1
年
間
で
２
～
３

　
kg 

程
度
）

◦
疲
れ
や
す
く
な
っ
た

▪
本
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
本
市
で
は
、
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
を
お
手

伝
い
す
る
た
め
に
、
各
市
民
館
な
ど
で
体
操
や

閉
じ
こ
も
り
予
防
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、「
高
齢
者
福
祉
の
手
引
き
」

を
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
高
齢
福
祉
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
健
康
づ
く
り
は
、
一
人
で
は
な
か
な
か
始
め

ら
れ
な
か
っ
た
り
、
長
続
き
し
な
か
っ
た
り
し

ま
す
。
家
族
や
友
人
を
誘
う
、
地
域
の
行
事
に

参
加
す
る
な
ど
し

て
、
楽
し
み
な
が

ら
健
康
づ
く
り
の

輪
を
広
げ
、
い
つ

ま
で
も
自
分
ら
し

く
元
気
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

▼
高
齢
福
祉
課
長
寿
介
護
係

☎
23‐
３
２
１
７

◆
高
齢
者
福
祉
の
手
引
◆

安
否
確
認
や
緊
急
通
報
の
サ
ー
ビ
ス
、介
護
、

各
市
民
館
な
ど
で
実
施
し
て
い
る
体
操
教
室

の
情
報
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。市
の
Ｈ

Ｐ（

１
０
０
５
６
６
０
）で
検
索
す
る
と
詳

し
い
内
容
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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輪菊
（花／出荷時期：通年）

皇室の紋章にも使われてい
る日本を代表する花です。
全国１位の生産量で約３億１
千万本出荷されています。

花ことば

高貴、高潔

ポインセチア
（鉢花／出荷時期：１０月～12月）

赤と緑が美しい、クリスマス
に欠かせない観葉植物で
す。県内１位の生産量で、約
４７万鉢出荷されています。

花ことば

祝福、幸福を祈る

農政課  ☎23-3517

花 鉢

32

今月の 11月の

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
本
市
の
花

を
使
っ
て
表
彰
式
を
盛
り
上

げ
る
だ
け
で
な
く
、
日
本
一

の
花
の
産
地
か
ら
花
の
魅
力

を
世
界
に
向
け
て
Ｐ
Ｒ
し
て

い
き
ま
す
。

い
い
夫
婦
の
日
に
花
を
贈
っ
て
み
ま
せ
ん
か

　
11
月
22
日
は
「
い
い
夫
婦
の
日
」
で
す
。
日
本
中

の
ご
夫
婦
に
、
よ
り
す
て
き
な
関
係
を
築
い
て
欲
し

い
と
い
う
思
い
か
ら
定
め
ら
れ
、
夫
婦
が
お
互
い
に

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
き
っ
か
け
を
作
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
日
頃
の
感
謝
の
思
い
を
伝
え
る
贈
り

物
に
ぴ
っ
た
り
な
花
が
多
く
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

毎
月
こ
の
ペ
ー
ジ
で
、
渥
美
半
島
の
花
と
鉢
花
に
つ

い
て
紹
介
し
て
い
る
の
で
、
今
月
の
渥
美
半
島
の
花

や
鉢
花
を
贈
り
物
に
す
る
の
も
お
薦
め
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
あ
い
ち
経
済
連
で
は
、
11
月
に
限
ら
ず
、
毎

月
22
日
を
「
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
デ
イ
」
と
定
め
て
い
ま

す
。
記
念
日
以
外
で
も
大
切
な
人
へ
感
謝
の
思
い
を

伝
え
る
た
め
に
花
を
贈
る
こ
と
が
習
慣
に
な
る
よ
う

に
と
提
唱
し
て
い
ま
す
。
毎
月
花
を
贈
る
こ
と
が
習

慣
に
な
れ
ば
と
て
も
す
て
き
で
す
よ
ね
。
夫
婦
だ
け

で
な
く
、
友
人
や
仕
事
仲
間
に
普
段
な
か
な
か
伝
え

ら
れ
な
い
感
謝
の
思
い
を
込
め
て
花
を
贈
っ
て
み
る

の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

田
原
市
の
花
で
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
彩
り
ま

す
！

　
日
本
一
の
花
の
産
地
で
あ
る
渥
美
半
島
・
田
原
市

で
は
、
市
内
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
花
を
Ｐ
Ｒ
し
な
が

ら
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、
ス
ポ
ー

ツ
大
会
の
表
彰
式
で
「
ビ
ク
ト
リ
ー
ブ
ー
ケ
」
を
贈

呈
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
世
界
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ

ン
シ
リ
ー
ズ
横
浜
大

会
や
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ

ン
伊
良
湖
大
会
な
ど

で
マ
ム
を
使
っ
た
ビ

ク
ト
リ
ー
ブ
ー
ケ
を

選
手
に
贈
呈
し
、
大
会

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
９
月
に
開
催
さ
れ
た
Ｉ
Ｓ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
サ
ー
フ
ィ

ン
ゲ
ー
ム
ス
で
は
、
ビ
ク
ト
リ
ー
ブ
ー
ケ
の
贈
呈
の

他
に
も
本
市
の
花
を
使
っ
た
お
も
て
な
し
を
行
い
ま

し
た
。
三
河
田
原
駅
で
サ
ー
フ
ィ
ン
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
花
の
展
示
を
行
っ
た
他
、
パ
レ
ー
ド
の
ス
タ
ー

ト
地
点
で
応
援
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
い
た
方
に
ミ
ニ

ブ
ー
ケ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、
パ
レ
ー
ド
を
一
緒
に

盛
り
上
げ
ま
し
た
。
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
会
場
で

は
、
司
会
台
の
飾
り
付
け
も

行
い
ま
し
た
。

　

今
大
会
の
開
催
に
よ
り
、

日
本
国
内
だ
け
で
な
く
世
界

中
の
方
に
本
市
の
花
を
見
て
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［田原市調べ］

（ｔ）

田原市のごみの現状をみなさんにお知らせしていきます。

●市内のもやせるごみ発生量

炭生館計画予定量 1,300ｔ/月

H29年度 7月
H30年度 7月

H29年度 8月
H30年度 8月

H29年度 9月
H30年度 9月 1,306.89

1,561.11

［田原市調べ］

冬には水質が悪化する傾向があります。普段から水を汚さないように心掛けましょう。

●三河湾の水質調査結果

CＯＤ（㎎/ℓ）

H28 8月 11月 H29 2月 8月 11月 H30 2月 8月

環境基準◎
馬草湾沖・渥美火力放水口
2㎎/ℓ以下

環境基準◎
三河港大橋・片浜沖
8㎎/ℓ以下

三河港大橋
片浜沖
馬草湾沖
渥美火力放水口

5月 5月

1,488.11

1,516.88

1,434.41

1,345.17

　たはらエコ・ガーデンシティ地域協議会では、平成 30年度エコ普及啓発ポスターの優秀作品を決定
しました。その中から、最優秀賞および優秀賞の作品を紹介します。その他の入選作品も、市ＨＰで公
開していますのでぜひご覧ください。　 1005831
▶たはらエコ・ガーデンシティ地域協議会事務局（環境政策課内）☎ 23-3541     23-1832

【小学校低学年の部】　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　 【小学校高学年の部】
●最優秀賞　　　　　  ●優秀賞　　     ●優秀賞　　　　　　  ●最優秀賞　　  ●優秀賞

　　　　　　　　　　【中学校・高校の部】
●優秀賞 　　　        ●最優秀賞　　　　　　       ●優秀賞　　　　                ●優秀賞　　　

エコ普及啓発ポスター優秀作品

槗本源
げん

太
た

さん
（亀山小2年）

黒崎流
る

生
い

さん
（童浦小１年）

 古田那
な な み

南さん
（高松小３年）

 小山田迅
じん

さん
（衣笠小４年）

久田明
あ さ と

慧さん
（福江小４年）

杉浦聖
せ い な

奈さん
（清田小6年）

秋元美
そ ら

空さん
（福江中３年）

金田琉
る い

生さん
（田原中２年）

小野杏
あ ん な

奈さん
（福江中２年）
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中央図書館  ☎23‐4946   　 tosho@city.tahara.aichi.jp
http://www2.city.tahara.aichi.jp/section/library/

よ  く  よ  む

図書館休館日
11月▶5日月、9日金、12日月、19日月、

26日月
12月▶３日月、１０日月、1４日金、1７日月、

2５日火、2８日金～31日月
 【全館臨時休業】1１月１日木、2日金

◎見てみて「あなたの想い出のドラマ、大好きな
ドラマを教えてください！！」展示会
▶募集・展示期間＝11月10日（土）～12月16日（日）
▶展示場所＝渥美図書館アプローチ
▶内容＝あなたの想い出のドラマ、エピソードなどを
紹介してください。用紙は渥美図書館で用意します。
※先着30名には、参加賞（雑誌付録など）あり
▶対象＝高校生以上
▶参加賞＝12月18日（火）～平成31年1月20日（日）に
お渡しします
▶参加料＝無料
※詳細はHPまたは館内掲示ポスターやチラシなどを
ご覧ください
▶渥美図書館　☎33-1114

◎赤羽根図書館「ブラアカバネ」
▶内容＝赤羽根地域の魅力的なスポットを巡り、地域
の情報をウィキペディアに載せて、発信します
▶日時＝12月9日（日）午前10時～午後5時
▶場所＝赤羽根文化会館およびその周辺
▶対象＝どなたでも　20名（先着順）
▶参加料＝無料
▶持ち物＝パソコン、カメラ（なくても参加可）
▶申し込み＝11月3日（土・祝）午前10時から直接、電話
またはHPにて。定員になり次第締め切ります
▶その他＝三河田原駅からマイクロバス運行予定
※詳細はHPまたは館内掲示ポスターやチラシなどを
ご覧ください
▶赤羽根図書館　☎45-3426

さまざまな疑問・質問に司書がお答えするコーナーです。

Ｑ．伊勢本街道の詳細地図を知りたい。玉
たまつくり

造稲荷
神社では関連した本を販売しているが購入して貸
出をしてもらえるのか？
◎調べるキーワード

「伊勢」「街道」「玉造稲荷神社」
A．キーワードで調べると、街道や古道の本には

「伊勢本街道」の詳細な地図の情報はありません
でした。そこで大阪市中央区にある玉造稲荷神社
に直接問い合わせたとこ
ろ、『伊勢参宮本街道行程
図』を出版しており、神社
から寄贈していただくこと
で、利用が可能になりまし
た。

◎調べた本
『伊勢参宮本街道行程図』　川崎英誉・田中弘/
編　玉造稲荷神社　291.56/ｲ　『お伊勢参り』
鎌田道隆/著　中央公論新社　175.8/ｶ　『イ
ラスト紀行旧街道』　吉野晁生/著　アテネ書房
291.09/ﾖ　『関西むかし町＆古街道をあるく』
ＪＴＢ　T291.6/ｶ

●中央図書館
 一　般▶11月10日土～１2月13日木	 「１本（いちぼん）」
 子ども▶11月10日土～１2月24日月・　	「だいすき！
	   クリスマス♪」
●赤羽根図書館
 一　般▶11月10日土～１2月13日木	 「みんなの筋肉計画」
 子ども▶11月10日土～１2月13日木	 「もじ・文字」

●渥美図書館
 一　般▶11月10日土～１2月13日木	 「MONO本」
 子ども▶11月10日土～１2月13日木	 「たべもの」

『大丈夫、働けます。』
成澤俊輔/著　ポプラ社　366.28/ﾅ

障害や病気などの「働きづらさ」を持っ
た人たちに、著者は自信を込めて断言
します。「大丈夫、働けます」と。

『サルってさいこう！』
オーウェン・デイビー/作　越智典子/訳
偕成社　480/ﾃﾞ

人間と同じ祖先を持つ「サル」。実はよ
く知らないことがいっぱい！このちょっ
ぴり大人なイラストの本でサル博士に
なろう！
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今
と
昔
の
感
覚
の
違
い

　
現
代
だ
と
、
人
の
絵
や
文
章
を
ま
ね
る

と
「
著
作
権
の
侵
害
」
に
あ
た
り
罰
せ
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ

は
歴
史
の
中
で
見
る
と
、
つ
い
最
近
の
出

来
事
で
す
。

　

そ
も
そ
も
和
歌
で
い
う
「
本
歌
取
り
」

は
先
人
が
詠
ん
だ
有
名
な
和
歌
を
一
句
、

も
し
く
は
二
句
入
れ
る
技
法
で
あ
り
、
本

歌
の
情
景
を
浮
か
ば
せ
て
、
詠
む
こ
と
で

自
分
の
和
歌
に
深
み
を
持
た
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
江
戸
後
期
に
活
躍
し
た
伊
良

湖
の
漁
夫
歌
人
糟
谷
磯
丸
も
本
歌
取
り
を

し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
渡
辺
崋
山
の
重
要
美
術
品
『
黄
こ
う
り
ょ
う
い
っ
す
い

梁
一
炊

図ず

』
も
江
戸
時
代
に
刷
ら
れ
た
『
唐も
ろ

土こ
し

名め
い

勝し
ょ
う図ず

絵え

』
か
ら
図
取
り
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
「
黄
粱
一
炊
図
」
は
崋
山
が
最
期
に

描
い
た
作
品
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
聞

き
慣
れ
な
い
作
品
名
だ
と
は
思
う
の
で
す

が
、「
黄
粱
一
炊
」
と
い
う
の
は
中
国
の
有

名
な
故
事
で
す
。
蘆ろ
せ
い生
と
い
う
青
年
は
仙

人
と
出
会
い
、
貧
し
い
自
分
の
境
遇
を
嘆

き
、
出
世
の
望
み
の
な
い
こ
と
を
訴
え
ま

し
た
。
そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
盧
生
は
眠

く
な
り
、
仙
人
に
枕
を
貸
し
て
も
ら
っ
て

眠
る
と
、
自
分
が
立
身
し
、
高
い
身
分
に

な
っ
て
年
老
い
て
亡
く
な
る
ま
で
の
夢
を

見
ま
し
た
。
し
か
し
、
夢
を
見
て
い
た
の

は
黄
粱
（
大お

お
あ
わ粟
の
こ
と
）
が
ま
だ
蒸
し
終

わ
ら
な
い
わ
ず
か
な
時
間
の
こ
と
で
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
人
の
繁
栄
・
人
生
が
は

か
な
い
例
え
と
し
て
語
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
『
黄
粱
一
炊
図
』
を
見
て
み
る
と
、『
唐

土
名
勝
図
絵
』
の
構
図
を
ま
ね
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。
縦
長
の
画
面
で
山
が

あ
る
な
ど
、
違
う
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、

全
体
と
し
て
見
た
と
き
に
違
和
感
な
く
描

か
れ
、
一
つ
の
作
品
と
し
て
見
事
に
画
面

に
収
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
本
歌
取
り
は
歌
を
知
ら
な
い

人
が
見
れ
ば
、
作
ら
れ
た
歌
を
味
わ
う

だ
け
に
な
り
、
そ
れ
以
上
の
深
み
は
な

く
、
そ
の
和
歌
の
全
て
を
味
わ
う
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。『
黄
粱
一
炊
図
』
に
関
し

て
も
絵
を
見
た
だ
け
で
は
中
国
の
故
事

を
知
っ
て
い
る
人
し
か
こ
の
絵
の
意
味

が
分
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
故
事
を
知
っ

て
い
る
人
な
ら
「
○
○
か
ら
取
っ
た
ん
だ

な
」
と
分
か
り
、
そ
の
時
に
描
い
た
人
が

い
た
な
ら
ば
、
そ
の
人
も
「
こ
の
人
は
教

養
が
あ
る
」
と
思
い
、
知
識
が
あ
る
人

同
士
で
語

り
合
う
と

い
う
こ
と

な
ど
を
し

て
楽
し
む

こ
と
も
し

て
い
ま
し

た
。

　
昔
は
今
と
は
違
い
、テ
レ
ビ
も
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
も
な
く
、
本
も
貴
重
品
で
す
。
絵

画
を
鑑
賞
す
る
と
い
う
こ
と
は
娯
楽
の
一

つ
で
あ
り
、
な
か
な
か
絵
画
を
見
る
こ
と

も
で
き
な
い
時
代
で
し
た
の
で
、
語
り
合

え
る
人
も
、
ま
し
て
や
『
黄
粱
一
炊
図
』

の
よ
う
に
中
国
の
故
事
が
分
か
る
人
も
ま

れ
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
昔
は
先
人
の
作
品
を
踏

襲
す
る
こ
と
は
、
む
し
ろ
知
識
が
あ
る
こ

と
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
知
識
が

あ
っ
て
初
め
て
作
品
を
全
て
味
わ
え
る
も

の
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
作
品
も
た
く
さ
ん
あ
る
の

で
、
知
っ
て
い
る
と
、
よ
り
楽
し
く
美
術

鑑
賞
が
で
き
ま
す
。　
　
　
　
　
（
浅
野
）

▲渡辺崋山筆 黄粱一炊図（個人蔵）

▲唐土名勝図絵（田原市博物館蔵）
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広報秘書課 ☎２2-0138

ティーズチャンネルで放送中
デジタル

ch12 放送日 内　容

～11/8木
田原市消防団ポンプ操法大会

増田達斗　ピアノの魅力 vol.2

11/8木～11/22木
田原市民まつり

縄文まつり

11/22木～12/6木
全国丼サミット in たはら 2018
同時開催：サンテパルクたはら収穫祭

中部・北陸実業団対抗駅伝競走大会

◦街角ネットたはら

毎日６回放送
①7：20 ②12：20 ③15：20 ④18：20 ⑤22：20 ⑥24：20
※天候などにより、内容を変更する場合があります。

※この番組表は有料広告として掲載しています。

1001689

◦たはら市政番組のバックナンバーは
　　　　　インターネットでも視聴可能です！
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色とりどりの秋の装いに胸がわくわくし
ますね。

カボチャの顔をくり抜くとこ
ろが難しかったよ。

かお

むずか

ぬ

いろ　　 　　　　　　　　あき　　よそお　　　　むね　　　

評さまざまな表情をした世界に一つだけの
かわいいカボチャができましたね。

ひょうじょう　　　　  　 せ かい　

評

赤羽根保育園

鈴木楓麻くん（6歳）

赤羽根保育園

後藤陽菜乃ちゃん（6歳）

初めてのアクリルガッ
シュでしたが、上手に色
を作って美しく塗ること
ができました。

評四角い木から、カッター
で鳥の形を作り出し、か
わいらしいイメージの鳥
に仕上がりました。

評 泉中学校2年

伊藤美波さん

泉中学校1年

神谷紋羽さん
あや　 は

もみじの色を塗るのが楽し
かったよ。

　　　　　　　　 いろ　　　ぬ　　　　　　　 たの

小倉佑介
先生  ひ　  な     のふう   ま　

 み　 なみ

水彩画 工作

▼
世
界
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
選
手
が
集

結
し
た
ワ
ー
ル
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
ゲ
ー
ム

ス
。日
本
チ
ー
ム「
波
乗
り
ジ
ャ
パ
ン
」は

優
秀
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。こ
こ
で
終

わ
ら
ず
、彼
ら
の
バ
ト
ン
を
受
け
て
、田
原

を
盛
り
上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
。（
Ｓ・Ｙ
）

【
表
紙
の
写
真
】プ
ロ
サ
ー
フ
ァ
ー
の
五
十
嵐
カ
ノ
ア
選
手（
ロ
ン
グ
ビ
ー
チ
）

本誌は再生紙を使用しています。

●人口と世帯数（平成30年10月1日現在）

●行政面積

（平成27年3月1日現在・国土地理院調べ）
１91.12km2

出生 39人 死亡 55人

転入 119人 転出 169人

増減 -66人

総人口 62,607人

男性 31,722人

女性 30,885人

世帯数 22,449世帯

※増減は9月中です

今月　納税・使用料の

11月30日納期限 金

国民健康保険税
（第６期分）

後期高齢者医療保険料
（第５期分）

下水道事業受益者負担金
（第３期分）

農業集落排水事業分担金
（第３期分）

奇数月は検針があります。ご協力お願いします。

（%）総貯水量：51,820千㎥

宇連ダム・大島ダム・
調整池の貯水率

貯水率

96.9%
（50,191千㎥）

平成30年10月22日現在 ［水資源機構調べ］

◦
編

集
・

発
行

／
田

原
市

役
所

企
画

部
広

報
秘

書
課

◦
電

話
／

0531 -22 -1111（
代

表
）

◦
E

メ
ー

ル
／

koho@
city.tahara.aichi.jp

N
o.838  平

成
30年

11月
号
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